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平成29年６月にユネスコエコパークに登録された祖母・傾・大

崩山系。独特の景観美と原生的な自然を併せ持ち、希少動植物

の宝庫として名高い地域です。

祖母山の山腹約1200メートルにあり、人が容易に近づけない

落差約50メートルの「なかうちの滝」は、地元の人にとって季

節を感じ、天気を知ることができる滝。真っ白に全面凍結した

滝を麓から眺めることができます。暖かくなると大きな氷の

塊が滝つぼに落下する音で、春の訪れを感じるそうです。
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寄
付
の
方
法
、

返
礼
品
を
充
実

本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
２
０
１
７
年
度
の
２
６
６
４
件
、

４
５
０
４
万
４
千
円
が
こ
れ
ま
で
の

最
高
。
今
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
会

社（
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
）

に
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
の
一
部
、
新

た
な
返
礼
品
開
発
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
を
委
託
し
、
官
民
共
同
で
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
が
大
幅
な

伸
び
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

規
模
の
小
さ
な
事
業
所
が
多
い
本

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
参
加
で

き
る
事
業
所
が
少
な
く
、
返
礼
品
の

ア
イ
テ
ム
数
が
少
な
い
こ
と
が
課
題

で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
社
員
が
事

業
所
を
訪
問
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
参
加
を
促
し
、
登
録
手
続
き
の
支

援
や
新
た
な
返
礼
品
開
発
の
相
談
を

行
っ
た
こ
と
や
、
返
礼
品
に
温
泉
や

観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
魅
力

あ
る
産
品
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
品

数
を
前
年
度
の
約
２
倍
に
あ
た
る

１
４
２
品
目
に
拡
充
、

ア
イ
テ
ム
数
を
飛
躍
的

に
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
寄
付
金
額

の
下
限
額
を
１
万
円
か

ら
、
気
軽
に
納
税
で
き

る
５
千
円
へ
と
引
き
下

げ
、
寄
付
を
行
い
や
す

く
し
た
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
申
し
込
み
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
従
来
の
２
つ
か
ら
６
つ
に

増
や
す
と
と
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済

や
携
帯
電
話
の
利
用
料
金
と
一
緒
に

引
き
落
と
す
「
キ
ャ
リ
ア
決
済
」
を

導
入
す
る
な
ど
、
寄
付
の
方
法
や
返

礼
品
の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
、

加
え
て
費
用
対
効
果
の
高
い
広
告
出

稿
、
各
事
業
者
が
返
礼
品
の
写
真
や

説
明
文
に
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
し
た

結
果
、
寄
付
件
数
で
前
年
度
の
約
８
・

５
倍
、
金
額
で
約
５
倍
と
飛
躍
的
に

増
加
し
ま
し
た
。

一
番
人
気
は
５
千
円
の
寄
付
で
手

に
入
る
ハ
ー
ブ
鶏
で
、
そ
の
他
豊
後

牛
、
期
間
限
定
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
か
ぼ

す
、
竹
田
で
の
宿
泊
券
な
ど
も
好
評

で
し
た
。

皆
さ
ま
の
思
い
を

大
切
に

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の

使
い
道
と
し
て
本
市
が
掲
げ
て
い
る

の
は
▼
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
や
歴

史
環
境
及
び
文
化
環
境
の
保
全
及
び

活
用
▼
ふ
る
さ
と
を
担
う
人
材
の
育

成
及
び
確
保
▼
ふ
る
さ
と
の
定
住
促

進
▼
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
▼
そ
の
他
竹
田
市
の
振
興
に

資
す
る
こ
と
の
５
項
目
で
す
が
、
具

体
的
に
は
将
来
の
竹
田
市
を
担
う

人
材
の
育
成
の
た
め
、
小
中
学
校
の

先
月
号
で
お
伝
え
し
た
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
２
０
１
８

年
12
月
末
時
点
で
、
２
万
２
７
０
０
件
、
２
億
２
３
０
０
万

円
と
大
幅
に
ア
ッ
プ
。
12
月
は
確
定
申
告
の
課
税
対
象
期

間
の
最
後
の
月
で
、
件
数
・
金
額
と
も
約
半
数
に
あ
た
る

１
万
１
４
４
５
件
、１
億
１
４
３
０
万
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

 ふるさと納税

２億２千万円超のエール
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金額　　　件数本市へのふるさと納税の推移
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※2018年度は、2018年12月までの件数及び金額
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広報たけた平成 31 年 2 月号 2



今月の目次  Lineup

学
習
の
テ
ー
マ
に
、
児
童
た
ち
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
検
索
。
火
山
が
噴
火
し
て

い
る
様
子
や
地
震
に
よ
っ
て
変
化
し

た
土
地
を
、
画
像
や
動
画
を
見
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。

大
窪
竜り
ょ
う
ま馬

く
ん
は
「
普
段
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
れ
て

楽
し
い
」
と
笑
顔
。
田
辺
秀
樹
教
諭

は
「
時
間
と
場
所
を
選
ば
な
い
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
。
児
童
の
学
習
活
動
の

範
囲
が
広
が
り
、
学
び
の
意
欲
、
学

習
の
質
も
高

ま
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ

ン

技

術
）
の
活
用

は
、
将
来
地

元
で
の
起
業

広報

２月号

人　口　21,886　人

男　性　10,238　人

女　性　11,648　人

世帯数　10,287 世帯

  ※平成31年１月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 53 人 ）

（ － 27 人 ）

（ － 26 人 ）

（－ 14 世帯）

人口のうごき

別冊 忘れずに！市県民税申告

２億２千万円超のエール

グランツで初めて迎える成人式

中九州道、延伸開通

グランツたけたイベント情報

市民の安心・安全を守ります

たけたんトピックス

人権を守り、差別をなくす／人権シリーズ

ぬくもり ほか

明るい選挙啓発ポスターコンクール／竹

田の婚活を＂のぞき見”コラム ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育

て小児科

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

キラリ 竹田人 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳／誕生おめでとう ほか
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■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

↑１月24日、宮城台小学校の児童が紫根染体験をしま
した。７，８世紀頃、九州有数の紫草の生産地だっ

た竹田市志土知地区。紫草の根で染めた「紫
ムラサキ

」は当
時の社会において最上位を示す高貴な色とされて
いました。児童たちは紫根から抽出した染液と椿の
灰を用いた媒染液に、絹のスカーフを交互に浸ける
作業を繰り返し、色を定着させました。約６時間の
作業でスカーフは鮮やかな紫色に染まり、児童たち
にも笑顔が広がっていました。

パ
ソ
コ
ン
購
入
費
（
１
５
６
台
、
約

３
８
０
０
万
円
）
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
順
調
に
寄
付
金
額
が

増
え
て
い
け
ば
、
整
備
が
進
む
文
化

施
設
を
活
用
し
た
市
民
の
文
化
活

動
、
竹
田
に
住
み
た
く
な
る
よ
う
な

子
育
て
支
援
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
竹

田
ら
し
い
政
策
に
活
用
し
て
い
け
る

夢
が
広
が
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
担
う

人
材
の
育
成
に

今
年
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
）
14

台
を
導
入
し
た
都
野
小
学
校
。
１
月

23
日
、
６
年
生
の
教
室
で
は
Ｐ
Ｃ
を

活
用
し
た
理
科
の
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。「
火
山
や
地
震
活
動
に

よ
る
土
地
の
変
化
を
調
べ
よ
う
」
を

な
ど
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
ふ

る
さ
と
竹
田
を
担
う
若
い
人
材
を
育

て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
、
Ｐ
Ｃ
導

入
の
効
果
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
田
に
エ
ー
ル
を
！

「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に

恩
返
し
が
し
た
い
」「
風
光
明
媚
な

竹
田
の
自
然
を
守
り
た
い
」「
個
性

的
な
政
策
を
支
援
し
た
い
」
…
皆

さ
ま
の
あ
た
た
か
い
『
思
い
』
、
本

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト

「
エ
ー
ル
de
竹
田
」（h

ttp
s://w

w
w

.

city.ta
k

e
ta

.o
ita

.jp
/fu

ru
sa

to
-

taketa/

）
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
行
っ
た
寄
付

は
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
原
則
と

し
て
所
得
税
・
住
民
税
か
ら
全
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
外

に
暮
ら
す
竹
田
ゆ
か
り
の
方
々
に

声
か
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
親
戚
や
ご
友
人

の
方
へ
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
寄
付
金
額
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

こ
れ
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株

式
会
社
ま
た
は
竹
田
市
企
画
情
報
課

ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課

☎
63-

４
８
０
１

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

☎
64-

０
１
７
５

↑「タブレット PC で、たくさんのことを学ぶことができて
楽しい」と都野小学校６年生の皆さん

↑まちづくり会社のスタッフが、返礼品取
り扱いについての相談を承ります

3 2019 年 2 月発行

２億２千万円超のエール



グ
ラ
ン
ツ
で
初
め
て
迎
え
る
成
人
式

誓いのことばを述べる志賀あすみさん

艶
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
。

１
月
13
日
、「
平
成
31
年
竹
田
市
成
人
式
」
が
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

で
行
わ
れ
、
１
４
９
人（
男
性
77
人 

女
性
72
人
）の
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
首
藤
勝
次
市
長
が
新
成
人
代
表
の
内
田
諒
り
ょ
う

さ
ん
と
田た

の
う
え上

莉り

こ子
さ
ん
に
成
人
証
書
を

授
与
、
野
田
良
輔
副
市
長
が
植
本
碧あ

お

い生
さ
ん
に
記
念
品（
タ
ン
ブ
ラ
ー
）を
贈
り
ま
し
た
。

首
藤
市
長
は
「
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
平
成
最
後
の
成
人
者
で
あ
り
、〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で

初
め
て
迎
え
る
成
人
者
。
今
日
一
日
を
胸
に
刻
み
、
夢
と
希
望
に
溢
れ
た
す
ば
ら
し
い
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
新
成
人
を
代
表
し
て
志
賀
あ
す
み
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
大
い
な
る
飛
躍
と
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
広
島
・
岡
山
を
襲
っ
た
台

風
、
北
海
道
で
の
地
震
と
日
本
を
多

く
の
自
然
災
害
が
襲
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す

る
と
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
平
成

24
年
７
月
12
日
、
私
た
ち
の
住
む
こ

の
竹
田
市
を
襲
っ
た
九
州
北
部
豪
雨

で
す
。
私
が
中
学
２
年
生
の
時
、
玉

来
川
が
氾
濫
し
、
尊
い
命
や
多
く
の

建
物
を
流
し
去
り
、
深
い
悲
し
み
に

く
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

月
日
が
経
ち
、
私
は
大
学
２
年
生

に
な
り
ま
し
た
。
竹
田
市
は
見
事
に

復
興
を
遂
げ
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
こ

の
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
で
成
人
式

が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
同
時
に
竹
田
市
の
底

力
を
感
じ
、
新
成
人
と
し
て
の
責
任

を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
私
は
県
内
の
大
学
に
通
い
看

護
師
に
な
る
た
め
、
朝
か
ら
晩
ま
で

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
勉

強
ば
か
り
の
毎
日
で
す
が
、
竹
田
に

帰
っ
て
く
る
と
、「
勉
強
頑
張
り
よ

え
」、「
看
護
師
に
な
っ
た
ら
、
面
倒

見
て
な
」
と
地
域
の
方
が
た
く
さ
ん

声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
私
は
こ
の

よ
う
に
温
か
く
、
元
気
を
く
れ
る
地

元
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
将
来
、
私
は
看
護
師
に
な

り
、
竹
田
市
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
私
だ
け
の
力
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
番
近
く
で
見
守
っ
て
く
れ
た

家
族
、
教
え
導
い
て
く
れ
た
先
生
方
、

温
か
く
励
ま
し
て
く
れ
た
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
共
に
高
め
合
い
歩
ん

で
き
た
友
人
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支

え
ら
れ
、
今
に
至
り
ま
す
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

竹
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸

に
、
今
日
か
ら
新
成
人
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
と
と
も
に
、
責
任
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
一
人
の
大
人
と
し
て

尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

↑新成人を代表して内田諒さんと田上莉子さんに成人証書が贈ら
れました

看
護
師
に
な
り
、竹
田
に
貢
献
し
た
い

新
成
人
代
表　

志
賀　

あ
す
み  
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新
成
人
、未
来
へ
翔
け
る

阿
南  

未み

ゆ

う佑
さ
ん（
竹
田
南
部
中
学
校
卒
）

短
大
で
保
育
士
の
資
格
を
取
る

た
め
に
勉
強
中
。
卒
業
後
は
保
育
士

と
し
て
東
京
で
就
職
。「
一
緒
に
い

て
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
保

育
士
に
な
り
た
い
。
辛
く
な
っ
た
ら
、

竹
田
で
の
生

活
や
友
人
の

こ
と
を
思
い

出
し
て
頑
張

り
た
い
」

（
写
真
左
か
ら

２
人
目
が
阿
南

さ
ん
）

改か
い

木き  

悠ゆ
う

真ま

さ
ん（
都
野
中
学
校
卒
）

高
校
卒
業
後
、
実
業
団
に
就
職
。

陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
１
月
の
全

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
（
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
）な
ど
の
大
会
に
出
場
。「
地

元
の
声
援
が
あ
り
が
た
い
。
応
援
を

背
に
日
本

代
表
選
手

に
な
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
し

た
い
」

（
写
真
右
か
ら

２
人
目
が
改

木
さ
ん
）

熱
い
声
援
を
力
に
！

竹田地域【竹田校区】
朝倉　貴弘 穴井万里愛 阿南　美法 安東　昭典 池田　　航

伊藤　愛良 井野　優奈 上島　泰誠 植田　瑞穂 衞藤　圭吾

衞藤ゆき美 大久保天太 太田　未伽 甲斐　悠馬 川合のどか

木村　ゆり 𠮷良　悠伽 熊懐　悠介 久良悠希奈 後藤　彩乃

後藤　萌花 後藤　優人 坂本　光熙 佐藤　光一 佐藤　　望

佐藤　真由 佐藤　美里 佐藤　　蓮 辰本　美奈 筑紫由理佳

中尾　佳恵 中村　未来 姫野　康平 古庄　莉奈 堀　　慶樹

嶺田　　颯 森　　美奈 山口真里奈 山口　優史 吉岡　舞花

和田かなえ 和田弥奈美 渡邊　愛日

竹田地域【竹田南部校区】
阿南　未佑 阿南　優希 井　　晴暉 伊藤　佑華 伊東　雄飛

井野　美月 内田　　諒 瓜生　桃花 衛藤　泰智 大島　　渓

川口　　楓 菅　　良太 𠮷良　子龍 工藤　朱音 工藤　佳奈

工藤　真歩 甲髙　七奈 郡　　海斗 後藤　小春 佐藤　笑美

佐藤　貴一 佐藤　卓弥 塩飽虎太朗 多治見　綾 波多野直樹

原田　流佳 深堀　杏奈 牧　　純也 三上　奈菜 山下　琴音

NGO THI KIEU OANH　　  

荻地域
赤木　　響 赤木　友紀 井芹　萌英 井上　敬介 太田　智亮

太田みのり 大森　康成 吉良　美咲 吉良　佑香 久良　勇翔

倉野　聖保 佐藤　眞弥 白石亜沙美 白石　智哉 髙橋まりあ

本田　大海

久住地域
浅田　成美 阿南　風優 阿南めぐみ 上田　泰成 植本　碧生

植本　　南 氏家寛太郎 衛藤　　蓮 大倉　利樹 大嶋　実紗

小澤　咲希 大神　尚也 改木　悠真 川上　慶悟 神田　優衣

工藤　諒大 小谷純之介 後藤　健仁 佐々木　剛 佐藤　大輔

佐 　考人 佐野みなみ 志賀あすみ 志賀虎の介 渋谷　珠美

白石　麻緒 髙橋　斗夢 永田　岬希 中村　仙汰 中山　恭子

中山　瞬一 並河　裕香 成安　　淳 如法寺彩香 野尻　裕介

廣瀬　風香 細井　直紀 満尾　孟虎 宮本　聖奈 村下　　岳

森髙　　凜 吉野　穂香 吉野　誠人 吉野　美香

直入地域
奥村　亮太 川越　美佑 河野あゆみ 川村　理子 工藤　新一

古瀬　樹莉 佐藤　　圭 佐藤　康成 白岩　　椋 瀧田　隆人

田上　莉子 野原　大暉 姫野　洸輝 松尾　和哉 山田　泰史
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グランツで初めて迎える成人式

新しい時代を担う

   149人の新成人
成人を迎えられた149人の皆さんを紹介します。

名簿は地域別（出身中学または居住地域）で掲載

しています。（敬称略）

第
61
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
競
走
大
会
が
２
月
18
日
㈪
か
ら

22
日
㈮
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

竹
田
入
り
の
19
日
㈫
は
旧
緒
方

工
業
前
（
14
時
頃
）
～
市
役
所
前
（
14

時
30
分
頃
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）、
竹
田

発
の
20
日
㈬
は
市
役
所
前
（
８
時
ス

タ
ー
ト
）
～
久
住
郵
便
局
前
（
８
時

40
分
頃
）
～
直
入
支
所
前
（
９
時
20

分
頃
）を
選
手
が
通
過
し
ま
す
。

 

竹
田
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

監
督　

髙
橋
孝
一
郎
▼
監
督
兼
選
手

志
賀
直
樹
▼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

田
部

貴
之
▼
選
手　

志
賀
勇
輝
・
志
賀
篤
・

志
賀
祥
一
・
吉
野
空
・
倉
野
恭
佑
・
吉

良
進
・
添
田
宏
和
・
新
地
義
昭
・
山
田

泰
史
・
三
辻
成
春
・
鳥
倉
覧
維
・
志
賀

太
一
・
吉
野
誠
人
・
佐
藤
雄
太
・
佐
藤

志
鳳
・
吉
野
隆
史
・
倉
原
郁
・
河
野
唯

士
・
野
仲
勝
彦
・
佐
田
修
一
・
宮
川
剛
・

堀
勇
進
・
甲
斐
正
寿
・
阿
曽
生
友
美
・

相
馬
遥
香
・
佐
藤
美
里

↑郷土の誇りを胸に、二豊路を駆け
抜ける選手に熱い声援をお願いし
ます



中九州道、延伸開通
待望の中九州横断道路が竹田まで延伸、１月19日、朝

地インターチェンジ（ＩＣ）～竹田ＩＣの区間が開通しま

した。

中九州横断道路は大分市と熊本市を結ぶ延長約120

キロの地域高規格道路。今回開通した区間は、豊後大野

市朝地町板井迫と竹田市会々の間の６キロ（片側１車線）

で、開通により竹田市役所～大分市役所の所要時間は

８分短縮され、約56分となります。

↑開通パレードでは、野菜を積んだトラックや関係車両約40台が通り初め

↑開通後、多くの車両が行き交う中九
州横断道路 ↑開通を祝い、テープカットとくす玉割りを行う関係者と豊岡小学校児童

↑乗用車から負傷者を救助する消防署の隊員
↑中九州道を利用して竹田を訪れる人を歓

迎しようと、NPO法人里山保全竹活用百
人会のメンバーなど約20人が制作した
竹のオブジェ「未来へつながる夢」。竹田
IC出口に約１か月間設置されています

未
来
へ
の
懸
け
橋
に

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
〉
で
行
わ
れ
た
開
通
記

念
式
典
に
は
関
係
者
約
２
６
０
人

が
出
席
。
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
の
伊
勢
田
敏
局
長
が
「
地
権

者
や
沿
線
住
民
、
多
く
の
人
の
協
力

に
よ
り
完
成
し
た
。
道
路
開
通
に
よ

る
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
で
観
光
、
産

業
振
興
が
期
待
さ
れ
る
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
広
瀬
勝
貞
県
知
事
は

「
豊
肥
地
区
は
観
光
・
文
化
資
産
、
農

畜
産
業
の
豊
か
な
地
域
。
人
の
流
れ

や
物
流
の
面
、
ま
た
救
急
救
命
の
迅

速
化
を
図
る
道
路
と
し
て
果
た
す

役
割
が
大
き
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
首

交
通
事
故
等
の
発
生
に
備
え

中
九
州
道
「
朝
地
～
竹
田
間
」
開

通
前
の
１
月
16
日
、
事
故
対
応
訓
練

が
同
道
路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
等
の
発
生
に
備
え
、
関

係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り
、
迅
速

か
つ
円
滑
な
救
急
救
命
活
動
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
佐
伯
河
川
国
道
事

務
所
や
竹
田
警
察
署
、
竹
田
市
消
防

本
部
か
ら
35
人
が
参
加
。「
竹
田
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
２
キ
ロ
の
上
り
線
で
、
乗

用
車
が
中
央
分
離
帯
に
衝
突
し
、
後

続
の
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
た
」
と
の

想
定
で
、
事
故
を
発
見
し
た
後
続
車

両
の
運
転
手
に
よ
る
通
報
を
受
け
た

消
防
署
員
が
現
場
に
急
行
。
乗
用
車

の
運
転
席
に
取
り
残
さ
れ
た
負
傷
者

を
救
出
し
救
急
車
に
収
容
す
る
と
と

も
に
、
中
央
分
離
帯
の
防
護
柵
を
外

し
て
負
傷
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。
ま

た
、
警
察
署
員
が
事
故
に
よ
り
全
面

通
行
止
め
と
な
っ
た
同
区
間
の
交
通

整
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

藤
市
長
は
「
産
業
振
興
の
み
な
ら
ず
、

移
住
定
住
の
促
進
、
医
療
・
防
災
で

の
命
を
守
る
道
路
と
し
て
、
今
後
の

竹
田
市
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な

道
路
の
開
通
。
未
来
に
憧
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

豊
後
大
野
と
竹
田
の
両
市
民
に

よ
る
開
通
の
喜
び
や
期
待
の
声
を

ま
と
め
た
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
の
上
映
が
行
わ

れ
た
あ
と
、
竹
田
Ｉ

Ｃ
の
映
像
を
背
景
に

関
係
者
約
30
人
と
豊

岡
小
学
校
１
年
生
11

人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
割
り
を
行

い
、
延
伸
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
後
、
竹
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
朝
地
Ｉ

Ｃ
に
向
け
て
、
竹
田
産
の
野
菜
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
や
関
係
者
を
乗
せ

た
バ
ス
な
ど
約
40
台
が
パ
レ
ー
ド
。

一
般
車
両
の
開
通
時
間
の
午
後
４

時
前
に
は
、
開
通
を
待
ち
わ
び
た
市

民
ら
の
車
列
が
で
き
、
開
通
と
同
時

に
真
新
し
い
道
路
を
通
り
初
め
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
通
に
合
わ
せ
、
竹
田
城

下
町
の
十
六
羅
漢
前
で
は
「
睦
月
の

竹
楽
」
を
開
催
。
約
２
千
本
の
竹
灯

籠
に
灯
り
を
燈
し
、
竹
田
を
訪
れ
た

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

＂
お
も
て
な
し
“

開
通
を
記
念
し
て
、
市
内
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の

ニ
ャ
ー
駅
長
や
ね
こ
に
ち
な
ん
だ

飲
食
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
、
ま
ち
の
“
に
ゃ
ん
こ
た
ち
”
を

探
す
「
冬
ぽ
か
竹
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
９
」（
～
３
月
10
日
）
、
竹
田

食
楽
バ
ル
（
３
月
１
日
）
等
を
開
催
。

詳
し
く
は
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
（
☎
63-

０
５
８
５
）
ま
た

は 

タ
ケ
タ
ン 

で
検
索
。
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中九州道、延伸開通



グランツたけた
　　　 イベント情報

〈グランツたけた〉では、２月も多くの市民の皆様に参加
いただける企画を予定しています。グランツに来なくても
楽しめる出前コンサートや、ふらっと聞けるロビーコンサー
トなどで、皆様のお越しをお待ちしています！

第
21
回
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭 

地
域
拠
点
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ッ
シ
ャ
・
マ
イ
ス
キ
ー
　
チ
ェ
ロ
・

リ
サ
イ
タ
ル

日
時　

５
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太

郎
ホ
ー
ル

料
金（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
８
千
円
／
市
民
割
引
６
千
円

好
評
発
売
中

グ
ラ
ン
ツ
映
画
館
「
玉
洗
劇
場
」

上
映
作
品
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

（
監
督
／
片
渕
須
直 

原
作
／
こ
う
の
史

代 

声
の
出
演
／
の
ん
、
細
谷
佳
正
、
稲
葉

菜
月
ほ
か
／
２
０
１
６
年
／
１
２
９
分
）

（
あ
ら
す
じ
）

１
９
４
４（
昭
和
19
）
年
２
月
、
18
歳
の

す
ず
は
広
島
か
ら
軍
港
の
あ
る
呉
の
北
條

家
に
嫁
ぐ
。
戦
時
下
、
物
資
が
徐
々
に
不
足

す
る
不
自
由
さ
の
中
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
、
時
に
は
好
き
な
絵
を

描
く
な
ど
、
持
ち
前
の
性
格
で
明
る
く
日

常
を
乗
り
切
っ
て
い
た
。
し
か
し
翌
年
３
月
、

呉
は
空
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
数
の
艦
載

機
に
よ
る
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
す
ず
が
大

切
に
し
て
い
た
も
の
が
失
わ
れ
て
い
く
。

そ
れ
で
も
す
ず
は
自
分
の
居
場
所
を
呉
と

決
め
、
生
き
て
い
く
。

日
時　

２
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
・

午
後
１
時
30
分
・
午
後
６
時
30
分（
３

回
上
映
・
各
30
分
前
開
場
）

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉キ
ナ
ー
レ

料
金　

前
売
り
一
般
１
千
円
／
高
校

生
以
下
５
０
０
円（
当
日
券
は
２
０
０

円
増
し
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
窓

口
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

カ
テ
ィ
ア
・
ブ
ニ
ア
テ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

日
時　

２
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

料
金（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
６
千
円
／
市
民
割
引
５
千
円
／

高
校
生
以
下
３
千
円

音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物
語
」

日
時　

２
月
11
日
㈪　

午
後
２
時
30

分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

料
金　

無
料（
全
席
自
由
）

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉廉
太
郎
企
画

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
～
ひ
び
け 

歌
声
と
と
も
に
～

日
時　

２
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
30

分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

料
金（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
２
千
円
／
高
校
生
以
下
１
千
円

市
民
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

復
興
！
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た 

陸
上
自
衛

隊
西
部
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

３
月
２
日
㈯　

午
後
１
時
開

場
／
午
後
２
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

料
金　

無
料
（
全
席
自
由
／
要
入
場

整
理
券
）

※
整
理
券
は
竹
田
商
工
会
議
所
、〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

公
演
チ
ケ
ッ
ト
発
売
情
報

２
月
９
日
㈯ 

午
前
10
時
～
発
売
開
始

仙台フィルハーモニー管弦楽団の楽団員が、荻・久住・直

入へ音楽をお届け！温かく豊かなアンサンブルで、誰もが聴

き覚えのあるクラシックの名曲から一緒に歌えるポピュラー

ソングまで、親子で、家族みんなで楽しむコンサート。

日時　２月23日㈯　11：40開場／12：00開演
料金　無料（未就学児入場可）
会場と定員　荻福祉健康エリア内多機能室
（弦楽四重奏）※先着60名／くじゅうサンホ

ール（木管五重奏）※先着500名／直入公民

館（弦楽四重奏）※先着250名

グランツ演劇塾講師・上條恒（劇団

『三ツ星キッチン』主宰）による歌声コ

ンサート。「子ども時代は厳しくて怖

い父でした」と幼いころの思い出を語

る上條恒。「出
たびだち

発の歌」を始めとする上

條恒彦のヒット曲など父親譲りの豊か

な歌声をお届けします。

日時　２月16日㈯　12：15～12：45

音楽劇「瀧廉太郎物語」のメン

バーが市民ラウンジにて、瀧廉太

郎の名曲を披露します。（出演）バ

リトン：松井康司／ソプラノ：坂本明佳／ピアノ：藤原伊央里

日時　２月10日㈰　12：15～12：45

大分県出身、現在は熊本を中

心に全国で活動をするサクソフォ

ン奏者。ジャズやフュージョンでは

なく、音色の美しさ・透明感に特化

したクラシカルサクソフォンのスタ

イルの演奏を専門とする、山﨑な

らではの甘く柔らかなサクソフォン

の音色で癒されてください。

日時　２月26日㈫
　　　12：15～12：45／17：15～17：45

“ふらっと気楽に（ふら×きら）”コンサートは、０歳のお子様連

れから楽しめる、無料のロビーコンサート。飲食もＯＫ！お弁当

をもってお出かけしてみませんか。

グランツ出前コンサート

仙台フィルメンバーによる
室内楽コンサート

上
かみ

條
じょう

  恒
こう

　出
たびだち

発コンサート

山
やま

﨑
さき

  明
めい

サックスdeリラックス

２月もグランツ“ふら×きら”コンサートを開催します

２

２

２

２

23

26

16

10

土

火

土

日

問竹田市文化政策課　☎63-4837

宮﨑博（第一ヴァイオリン首席奏者）

ソプラノ : 坂本明佳 ピアノ：藤原伊央里

瀧廉太郎を歌おう！
バリトン・ソプラノと
ピアノのコンサート
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11月11日、「第29回関西久住人会総会」が

兵庫県尼崎市で開催され、約40人が参加し

ました。

故郷「竹田」の近況を報告するビデオ上映

などがあり、神戸市から参加した井野ヤス

子さんは「セピア色の思い出に、自然を資源

にした現在の竹田市の発展が重なります」

と感想を寄せていただきました。

故郷は遠くにありて−

広報たけた平成 31 年 2 月号 8

市民の安心・安全を守ります

 

平
成
31
年 

竹
田
市
消
防
出
初
式

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す

厳
粛
か
つ
凛
と
し
た
雰
囲
気
の
な

か
、「
平
成
31
年
竹
田
市
消
防
出
初

式
」
が
１
月
13
日
、
竹
田
市
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。消

防
署
員
や
消
防
団
員
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
統
制
の
取
れ

た
「
人
員
服
装
点
検
」
や
「
放
水
訓

練
」、「
分
列
行
進
」
等
を
来
場
者
に

披
露
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
従
事
し
た
団
員
な
ど
、
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
署
・
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
。
本
年
も
市
民
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
使
命

感
を
持
っ
て
消
防
活
動
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
）

 

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

荻
方
面
隊　

久
良
勇
一

 

大
分
県
知
事
表
彰

○
消
防
功
労
章

竹
田
方
面
隊　

児
玉
英
幸

○
永
年
勤
続
功
労
章

久
住
方
面
隊　

首
藤
康
幸

直
入
方
面
隊　

大
久
保
壯
一

 

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

田
北
賢
太
・
増
山
幸

宣
・
甲
斐
孝
明
・
本
田
高
規
・
後
藤

伸
治
・
阿
南
勇
一
・
日
小
田
秀
一
郎
・

安
達
一
徳
・
森
雅
浩
・
副
田
親
博
・

堀
太
視

荻
方
面
隊　

田
平
真
樹
・
後
藤
省

吾
・
本
田
耕
一
郎
・
髙
橋
覚
・
髙
橋

政
幸
・
菅
美
紀
男

久
住
方
面
隊　

足
達
伸
之
・
田
北
貴

久
・
大
島
徹
・
竹
下
友
治
・
後
藤
慎

滋
・
阿
南
栄
作

直
入
方
面
隊　

大
久
保
聡
明
・
髙
野

初
輝
・
後
藤
義
則
・
工
藤
英
幸

○
永
年
勤
続
退
団
者

（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

井
野
賢
治
・
長
松
道

德
・
佐
藤
敏
美
・
大
塚
昭
二
郎
・
児

玉
三
樹
男
・
加
藤
政
彦
・
小
河
義
樹

荻
方
面
隊　

白
石
正
幸
・
後
藤
一
休

久
住
方
面
隊　

髙
城
猛
・
白
石
俊

昭
・
竹
下
孝
士
・
高
司
幸
明
・
松
尾

栄
進
・
大
神
久
知
・
冨
永
司

直
入
方
面
隊　

工
藤
陽
一
郎
・
甲
斐

寿
・
馬
場
啓
四
郎
・
足
立
由
紀
尋
・

大
久
保
正
光
・
工
藤
弘
明
・
工
藤
孝

行
・
工
藤
凡
倫

○
消
防
協
力
者
（
防
火
水
槽
用
地
等

無
償
提
供
者
）　

大
塚
利
雄（
福
岡
県

太
宰
府
市
）・
添
田
孝
吉
（
竹
田
市
）・

入
田
龍
一
郎（
倉
木
下
自
治
会
長
）

○
消
防
協
力
者
（
詰
所
建
設
用
地
無

償
提
供
者
）　

堀
亮
雄（
大
分
市
）・
森

迫
忠
佳（
豊
後
大
野
市
）

 

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

都
築
伸
宜
・
宮
川
健

治
・
大
塚
秀
樹
・
井
野
輝
未
・
友
岡

勇
治
・
古
澤
智
士
・
阿
南
城
司
・
佐

藤
允
嵩
・
工
藤
大
輔
・
甲
斐
勇
治
・

佐
藤
正
治
・
石
本
豊
和
・
本
田
浩
一

朗
・
戸
田
卓
郎
・
渡
邉
正
教

荻
方
面
隊　

倉
野
航

久
住
方
面
隊　

安
藤
喜
六
・
佐
藤
敬

士
・
坂
口
悦
基
・
副
田
祐
二
・
仲
尾

剛
・
加
藤
和
昭
・
畑
山
寛
嘉
・
若
山

紀
彦
・
古
庄
潤
也
・
工
藤
駿
太
朗
・

渡
邉
達
郎

直
入
方
面
隊　

古
荘
智
彦
・
髙
木

宏
・
工
藤
毅

↑服装点検を行う首藤市長ほか点検者の皆さん

↑整然と行われた分列行進

↑日頃の訓練の成果を発揮した放水点検

↑関西久住人会総会に参加した皆さん。「荒城の月」を全員で合
唱し、故郷に思いを馳せていました



厚
生
労
働
大
臣
表
彰

佐
藤
て
る
代
さ
ん
が

受
賞

倉
野
脩
生
さ
ん
に

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
賞

日
本
善
行
会
善
行
章

佐
藤
さ
ん
、
椎
原
さ
ん
が

受
章

平
成
30
年
度
全
国
社
会
福
祉
大

会
に
お
い
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
介
護
支
援
専
門
員
、
佐
藤
て
る
代

さ
ん
（
64
歳
・
籾
山
）
が
「
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
27
年
に
わ
た
り
利

用
者
の
相
談
・
援
助
業
務
に
精
力
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
に
暮

ら
す
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
介
護

予
防
を
目
的
と
し
た
「
湯
っ
た
り
サ

ロ
ン
」
の
開
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
陽
目
の
里
」
周
辺
に
お
け
る
環

境
美
化
活
動
や
ホ
タ
ル
生
息
地
と

し
て
の
保
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

佐
藤
冨
士
夫
さ
ん（
74
歳
・
大
平
）と
、

少
年
補
導
員
と
し
て
青
少
年
の
非

行
防
止
や
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
、

現
在
も
竹
田
地
区
少
年
警
察
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

50
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
た
「
菅

生
地
区
駅
伝
競
走
大
会
」
が
１
月
６

日
、
菅
生
分
館
前
を
発
着
点
と
す
る

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
大
会
の
創
設
や
記
録

計
測
な
ど
の
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た

堀
賢
士
さ
ん（
竹
田
市
会
々
）
に
、
池

田
敏
幸
・
菅
生
地
区
体
育
協
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
小
塚

チ
ー
ム
の
添
田
宏
和
選
手
は
「
こ
の
半

世
紀
、
多
く
の
方
々
が
選
手
と
し
て

出
走
し
、
役
員
と
し
て
大
会
を
支
え
、

沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
い
菅
生
の
大
地
を
最
も
熱
い
１
日

に
し
て
く
れ
る
こ
の
大
会
を
来
た
る

新
し
い
時
代
へ
と
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
た
め
、

一
生
懸
命
楽
し
く
最
後
ま
で
走
り
抜

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
熱
い
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
大
会
後
に
は
、
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
か
れ
た
旭
化
成
陸
上
競
技

部
の
佐
藤
智
之
コ
ー
チ（
大
分
東
明

高
校
出
身
）
に
よ
る
特
別
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

倉
野
脩
生
会
長
が
「
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

倉
野
会
長
は
市
内
64
ク
ラ
ブ
、

１
４
５
１
人
の
会
員
を
取
り
ま
と
め
、

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
活
動
の
柱

に
、
会
員
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
を

目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

や
岡
城
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、
老
人
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

て
い
る
椎
原
文
夫
さ
ん
（
71
歳
・
平

井
）
に
（
一
社
）
日
本
善
行
会
か
ら
善

行
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

菅
生
地
区
駅
伝
競
走
大
会

タ
ス
キ
と
地
域
の
思

い
を
繋
い
で
半
世
紀

穏やか新春、歓声響く新年
初日の出に祈る

飛躍を願い、走り初め

空にキラキラ
輝く凧

元旦の恒例行事「2019年荻地

域新春歩こう会」が開催されました。

参加者72人は荻公民館から高

鼻公園までの約５キロの道のりを

歩いたあと、祖母山系を眺められ

る高台に移動し、初日の出を拝み

ました。

参加者たちは最高齢の佐藤盛昭さん（71歳）の発声でバンザイ！

この１年の健康や幸せを祈っていました。

竹田の新春を飾る「第42回相良

慶隆杯竹田新春マラソン大会」が

１月２日、竹田市総合運動公園陸

上競技場で開催されました。

大会には小学生から一般まで延

べ11種目に119人がエントリー。新春のやわらかな陽差しのもと、

選手たちはゴールを目指して健脚を競いました。

１月３日、「第32回新

春たこあげ大会」が竹田

市総合運動公園で行わ

れました。約100人の参

加者たちはビニールを使った凧作りにチャレンジ。１時間ほどで

干支やキャラクターのイラストなどを描いた凧が完成しました。

子どもたちは広場を駆け回りながら凧を揚げると、空には色と

りどりの凧が舞い上がっていました。
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↑「新春歩こう会」に参加した72人の皆さん

↑１年の走り初め。一斉に駆け出す選手たち

↑思い思いのオリジナル凧を作った子どもたち

↑佐藤さん（写真左）は「（受章は）皆さ
んのおかげ。今後も継続して活動に
取り組みたい」、椎原さんは「ボラン
ティア活動を惜しみなく続けていき
たい」と受章の喜びを話しました

↑今大会には一般の部（６区間・8.2キロ）に
６チーム、中学の部（５区間・13.5キロ）に
11チーム、オープンの部に11チームが参加。
地元の人や保護者らは懸命にタスキを繋
ぐ選手たちに熱い声援を送っていました

↑講演会で、「目標達成
には実行力と精神力
が大切」と話す旭化
成陸上競技部の佐藤
智之コーチ

たけたんトピックス　　　　　　　　　  たけたの話題は市公式ホームページ（https://www.city.taketa.oita.jp/photo-news/）でも紹介しています。



平成30年９月議会において人

権擁護委員新任の推薦について

適任と決定された釘宮静子さん

（久住・栢木）に、平成31年１月１日付けで法務大臣から

委嘱状が交付されました。

◎委員の使命（人権擁護委員法第２条）

人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の

基本的人権、即ち国民が国家社会において幸福な

生活を営むために必要な人間としての権利が侵

犯されることのないように監視し、もし、これが

侵犯された場合は、その救済のため、すみやかに

適切な処置を取るとともに、常に自由人権思想の

普及高揚に努めることを使命としています。

◎委員の職務（人権擁護委員法第11条）

人権擁護委員は、委員の使命を果たすために、

自由人権思想の啓発活動を行うとともに、民間に

おける人権擁護運動の助長に努め、仮に人権を侵

犯する行為が発生した場合には、被害者救済のた

めに調査及び情報の収集を行い、法務大臣への報

告、関係機関に対する勧告等適切な処置を講じる

ことになっています。また、貧困者に対しては訴

訟援助等の手続きを講じる等、国民の人権擁護の

任に当たることになっています。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
自
分
の

名
前
や
顔
を
簡
単
に
知
ら
れ
る
こ
と

な
く
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
匿
名
性
が
高
く
、
人
の

表
情
が
見
え
な
い
た
め
表
現
が
過
激

な
人
権
侵
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

例
え
ば
、
傷
害
事
件
が
き
っ
か
け

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
不
確
か

な
情
報
に
よ
り
そ
の
事
件
の
関
係
者

と
さ
れ
る
人
た
ち
の
個
人
情
報
を
流

す
書
き
込
み
が
さ
れ
た
り
、
全
く
関

係
の
な
い
人
た
ち
を
誹
謗
中
傷
（
根

拠
の
な
い
悪
口
や
嫌
が
ら
せ
）
す
る

書
き
込
み
が
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ

た
情
報
は
、
次
か
ら
次
へ
と
内
容
が

広
ま
っ
て
し
ま
い
、
流
さ
れ
た
情
報

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
完
全
に

消
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
も
、
情
報
を
書
き
込
ま
れ
た

人
は
尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ
、
社
会
的

評
価
を
低
下
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
な

ど
、
被
害
の
回
復
が
困
難
な
重
大
な

損
害
を
与
え
ら
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
書
き
込
み
に
よ
る
人
権

侵
害
は
名
誉
毀
損
等
の
罪
に
問
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
権
侵
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
す

る
内
容
を
書
き
込
ま
な
い
、
差
別
的

な
発
言
を
書
き
込
ま
な
い
、
あ
い
ま

い
な
情
報
を
書
き
込
ま
な
い
な
ど
、

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
る
こ
と
が
私

た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

インターネット
～個人情報を大切に！～

釘
く ぎ み や

宮静
し ず

子
こ

さんが

　人権擁護委員に

人
権
を
守
り
、
差
別
を
な
く
す

平
成
30
年
度
竹
田
市
小
・
中
学
生
人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
小
学
生
の
部
】

「
あ
り
が
と
う　

言
っ
た
ら
ど
っ
ち
も　

い
い
き
も
ち
」

 

工く

藤ど
う　

颯そ
う

真ま 

さ
ん（
荻
小
学
校
３
年
）

「
あ
り
が
と
う　

や
さ
し
い
言
葉　

と
び
は
ね
る
」

 
中な

か
む
ら村　

真ま

さ

と聡 

さ
ん（
都
野
小
学
校
４
年
）

【
中
学
生
の
部
】

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ　

き
こ
え
て
く
る
よ　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

 

後ご

藤と
う　

若わ
か

奈な 
さ
ん（
竹
田
中
学
校
２
年
）

「
見
て
あ
げ
て　

笑
顔
の
裏
の　

そ
の
顔
を
」

 

内う
ち

田だ　

葉は

月づ
き 

さ
ん（
久
住
中
学
校
３
年
）

人
権
標
語
の
部

人
権
ポ
ス
タ
ー
の
部

【小学生の部】

古
ふるしょう

庄　一
かず

葉
は

 さん

（城原小学校５年）

【中学生の部】

小
こ

島
じま

　広
こうだい

大 さん

（竹田南部中学校１年）

人権相談ダイヤル
法務局では、人権侵害による被害を受けた方を救済す

るための活動を行っています。お気軽にご相談ください。

　みんなの人権110番  ☎0570-003-110
　女性の人権ホットライン  ☎0570-070-810
　子どもの人権110番  ☎0120-007-110

こころちゃん

人
権

シリーズ　No.46

広報たけた平成 31 年 2 月号 10

人権を守り、差別をなくす／人権シリーズぬくもり ほか



竹田の婚活を＂のぞき見＂コラム⑤

インフルエンザで始まる
恋がある？

今年も、インフルエンザが猛威をふるっていますね。

できればなりたくないものですが、こいつ、婚活では

時にいい働きをします。インフルエンザが後押しして、

結婚するカップルがいるんです。

結婚相談所へやってきたきっかけとしてインフル

エンザで寝込んだことを挙げる人は、直接私が話をし

た方だけでもかなりいました。プロポーズのきっかけ

としてインフルエンザになったときの看病を挙げた

方もいます。

心細く、人手も欲しいタイミングに、心から人恋し

くなる。納得できますよね。ただ、同じく看病がきっ

かけで、お付き合いが終わってしまったカップルもい

ました。

高熱を出した彼女へのお見舞いにきた彼が買って

きたのは、カツ丼弁当。「我が家はこれで毎回治すん

だ！食べないと元気が出ないから、全部食べるんだ！」

と励まし（?）続けたそう。「彼が優しさから買ってきて

くれてるのはわかるけど、おかゆが食べたいっていう

私の声を少しでも聞いてくれたら…」と、意見の不一

致への対応を不安に感じるきっかけになってしまった

ようでした。

インフルエンザのような病気や不幸も、婚活では「人

恋しくなる」という強力な働きを持っています。プラ

スに変えたいものですね。

竹田えんむすび公式サポーター

合同会社fufu  代表  市原史帆

平
成
30
年
度 

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
９
校
か
ら
49
点
の
応
募
が
あ
り
、

県
で
の
審
査
の
結
果
、
２
点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

馬
の
暮
ら
し
か
ら
、
新
し
い
社
会
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
技
法

や
考
え
方
を
得
ら
れ
る
勉
強
会
で
す
。

第
７
回　

２
月
16
日
㈯

［
実
技
］ 

午
後
３
時
～
４
時

［
座
学
］ 

午
後
５
時
～
６
時

第
８
回　

２
月
17
日
㈰

［
実
技
］ 

午
後
３
時
～
４
時

［
座
学
］ 

午
後
５
時
～
６
時

参
加
料　

座
学
と
実
技
セ
ッ
ト
で

５
千
円

▪申
　

・
問
城
下
町
交
流
館
「
集
」

☎
63-

０
１
３
３（
担
当
・
小
笠
原
）

E
-m

ail:tak
e

n
o

h
aco

@
g

m
ail.co

m

竹
田
市
及
び
竹
田
市
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
採

用
の
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
方
法
は
、
応
募
者
の
中
か
ら

面
接
等
に
よ
り
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

募
集
職
種
等
の
詳
細
は
竹
田
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
次
の
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
総
務
課
職
員
係

☎
０
９
７
４-

63-

１
１
１
１

（
内
線
２
１
６
）

竹
田
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
０
９
７
４-

63-

１
１
１
１

（
内
線
３
１
５
）

大
人
の
タ
ケ
ハ
コ
教
室

馬
の
暮
ら
し
型
セ
ラ
ピ
ー
勉
強
会

平
成
31
年
度

臨
時
職
員
・
非
常
勤

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

【中学生の部】
佳　作

若
わかすぎ

杉　未
み く

来 さん

（都野中学校３年）

【高校生の部】
佳　作

渡
わたなべ

邉　憲
けんしん

伸 さん

（竹田南高等学校１年）

１
月
15
日
㈫
か
ら
18
日
㈮
ま
で
、

市
内
４
地
域
に
お
い
て
「
竹
田
市
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設

置
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
制
定
に

つ
い
て
」
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
市
で
推
進
し
て
い
る

太
陽
光
（
パ
ネ
ル
）
、
小
型
風
力
、
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
、
民
間
事
業

者
等
の
こ
れ
ら
の
発
電
設
備
導
入

に

関

し
、

災
害
の
防

止
、
良
好

な
景
観
の

形
成
、
生

活
環
境
の

保
全
を
図

る
た
め
の

配
慮
事
項

を
示
し
、
発
電
施
設
の
設
置
に
係
る

法
令
等
を
事
前
確
認
す
る
こ
と
で
、

適
正
な
設
置
を
誘
導
す
る
た
め
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
設
置
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及

び
要
綱
を
策
定
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

今
後
は
、
２
月
４
日
㈪
か
ら
15
日

㈮
ま
で
の
間
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
要
綱
に
つ

い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
企
画
情
報
課

と
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン･

要
綱
を
縦
覧
に
供
し
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
施
行
し
、
周
知
期
間
を

経
て
６
月
１
日
以
降
適
用
し
て
い
く

予
定
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
縦
覧
期
間

２
月
４
日
㈪
か
ら
15
日
㈮ 

※
縦
覧

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

意
見
を
募
集
し
ま
す
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明るい選挙啓発ポスターコンクール／竹田の婚活を“のぞき見”コラム ほか

↑市内４地域で行われた市民説明会　



１
・第２回竹田市農業委員会総会
　13:30～（市役所本庁３階第５
　会議室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

２
・県病健康教室「腎臓の働きと
　CKDについて」 14:00-16:00（竹
　田市総合社会福祉センター）

７
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）
　 ☎75-3688（ 竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）
・平成31年度公立幼稚園入園
　説明会及び面接 14:00～（南部
　幼稚園）、15:00～（竹田幼稚園）

８
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

９
・春季県体第61回県内一周大分合同駅
　伝競走大会竹田市チーム結団式 10:00
　～（竹田市総合社会福祉センター）
・第２回B&G自分のカラダ測定・分析会
　13:00～受付（竹田市総合社会福祉セン
　ター）
・カティア・ブニアティシヴィリ ピアノ
　リサイタル 14:00開演（竹田市総合文化
　ホール〈グランツたけた〉）※一般6000
　円、市民割引5000円、高校生以下3000
　円 ☎63-4837（竹田市文化政策課）

14
・竹田温泉「花水月」休館日
・第21回岡藩城下町雛まつりオープ
　ニングセレモニー 10:00～（竹田創
　生館）
・第21回岡藩城下町雛まつり
　（～３/10まで ※展示は16:00まで）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
　幼稚園）

15
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

16
・グランツ映画館「玉洗劇場」『この世界の片
　隅に』 10:00～、13:30～、18:30～（３回上映・
　各30分前開場）※一般1000円、高校生以下
　500円（当日は各200円増）☎63-4837（竹田
　市文化政策課）
・グランツ＂ふら×きら”コンサート「上條恒
　出発コンサート」 12:15-12:45（竹田市総合
　文化ホール〈グランツたけた〉）※入場無料
　☎63-4837（竹田市文化政策課）
・第３回就職セミナー＆合同企業就職相談
　会 13:00～（竹田市総合社会福祉センター）
　※受付は12:30～

21
・竹田温泉「花水月」休館日
・奥豊後の石造物を訪ねる旅（宮城・城原）
　9:00までに市役所駐車場集合※参加
　費1000円 ☎62-4100（竹田創生館）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社
　会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
　※要予約（相談日の前日午前中まで）☎
　63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹田幼稚
　園）

22
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総
　合社会福祉センター）☎75-3688（竹
　田市保険健康課温泉利用相談室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公民
　館）☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）
・第２回障がい児・障がい者家族交流
　会 14:00-16:00（障害者支援施設「本
　城苑」（豊後大野市三重町））

23
・グランツ出前コンサート「仙台フィル
　メンバーによる室内楽コンサート」
　12:00開演【荻】弦楽四重奏（荻福祉健
　康エリア）【久住】木管五重奏（久住
　公民館くじゅうサンホール）【直入】
　弦楽四重奏（直入公民館）※入場無
　料☎63-4837（竹田市文化政策課）

28
【納期限】国民健康保険税（11期）、介護保険料・後期

高齢者医療保険料（８期）
・竹田温泉「花水月」休館日
・久住地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（久住公
　民館）※事前予約必要（検査料3240円）☎76-1111
　（久住支所地域振興課）
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分県豊
　肥振興局）※要予約☎63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健センター）
　※要予約（相談日の前日午前中まで）☎63-3346
　（竹田市心の相談支援事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健所）※
　要予約☎0974-22-0162（豊肥保健所）
・食物アレルギー講演会 18:30-20:00（竹田市総合
　社会福祉センター保健指導室）※要予約（先着70
　名）☎63-4810（竹田市保険健康課）

次の大会開催中に選手が道路
を走行します。安全確保のため、
車両で通行される際には十分に
注意し走行してください。
◎春季県体第61回県内一周大分
　合同駅伝競走大会
・２月19日㈫ 午後２時～３時（片
ケ瀬～竹田城下町～市役所）
・２月20日㈬ 午前８時～９時30
分（市役所～久住～長湯）
◎第32回岡の里名水マラソン大会
・３月３日㈰ 午前10時～午後４
時（市総合運動公園～入田～嫗岳
～宮砥）
問竹田市生涯学習課
　☎63-4817

大会開催中の車両の走行
にご注意ください

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】

・８日・22日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】

・12日・26日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】

・12日㈫★21日㈭
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】

・８日・22日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・７日・14日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・６日㈬ 13：00-15：00 入田分館
・12日㈫ 13：00-15：00 嫗岳分館
★20日㈬ 13：00-15：00 宮砥分館

【都野】

★６日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・16日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座
を開催します。

よりそいカフェは認知症の人

やその家族、地域の住民らが

気軽に交流できる場所です。

月

間
・
そ
の

他

○相続登記はお済みですか月間

○サイバーセキュリティ月間

　（～３/18）

○北方領土返還運動全国強調月間

○冬の省エネルギー月間

○「はたちの献血」キャンペーン

　（～２/28）

○個人事業者の消費税および地方

　消費税の確定申告（～３/31）

○緑の募金（～５/31）

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

２月20日㈬
午前10時

～正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

民事介入暴力集中相談所を開設します
暴力団等が関係した被害や、不当な要求等の困りごと

について、弁護士、暴力団担当警察官及び暴力追放相談

委員が、面接または電話による相談に応じます。なお、

相談は無料で秘密は守られます。

日時　２月27日㈬　午前10時～午後４時

場所　コンパルホール309会議室

　　　（大分市府内町１丁目５番38号）

問公益財団法人暴力追放大分県民会議  ☎097-538-4704
ヨナオシ

２月３日は　ふみきりの日　悲惨な踏切事故を無くそう!! 　ＪＲ大分支社   

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!

踏
切
事
故

故
意
や
過
失
に
よ
る
事
故
に
は
、

損
害
賠
償
責
任
が
伴
い
ま
す
。

踏切では次のことを
守ろう！

広報たけた平成 31 年 2 月号 12

２月

木 THU 金 FRI 土 SAT 2019年（平成31年）

※陽目の里「名水茶屋」は３月末まで冬期休業します。

　 こ よ み

①必ず一旦止まって左右を確認する。

②向かい側に自分のスペースができるま

　で踏切の手前で待つ。

③警報機が鳴り出したら踏切に入らない。

車が動かなく
なったらまず列車を
止めよう！

0120-405-889
シレイ   ハヤク

フリーダイヤル

非常ボタンを押すか、発炎筒で合図する。
●踏切での緊急な用件は下記まで連絡してください。



３
・第27回 B&G 財団会長杯争奪
　 直入少年柔道大会 9:00～開
　会式（竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋
　センター体育館２階柔道場）
・第12回和気藹音コンサート
　13:00～（竹田市総合文化ホー
　ル〈グランツたけた〉）※入場
　 無料☎63-4817（ 竹田市生涯
　学習課）

４
・荻の里温泉休館日
・平成31年度公立幼稚園入園
　説明会及び面接 15:00～（直入
　幼稚園）

５
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入
　公民館）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直
　入支所）※要予約（相談日の前日
　午前中まで）☎63-3346（竹田市
　心の相談支援事業所）

６
・水の駅おづる休業日

10
・グランツ＂ふら×きら”コンサ
　ート「瀧廉太郎を歌おう！バリ
　トン・ソプラノとピアノのコンサ
　ート」 12:15-12:45（竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけ
　た〉）※入場無料 ☎63-4837
　（竹田市文化政策課）

11 建国記念の日

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）
・音楽劇「瀧廉太郎物語」
　15:00～（竹田市総合文化ホー
　ル〈グランツたけた〉）※入場
　 無料☎63-4837（ 竹田市文化
　政策課）

12
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

13
・もぐもぐ教室（５～６か月児）
　9:30～受付（竹田市総合社会
　福祉センター）
・ブックスタート 10:00～（竹田
　市総合社会福祉センター）

17
・第26回直入地域室内綱引き大
　会 9:00～開会式（竹田市直入
　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館）

18
・荻の里温泉休館日

19
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）
・ 春季県体第61回県内一周大
　分合同駅伝競走大会【竹田入
　り】 14:37頃（竹田市役所前フ
　ィニッシュ）

20
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・春季県体第61回県内一周大分合同駅伝競走大
　会【竹田発】 8:00（竹田市役所前スタート）

・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開始（豊後豊肥

　家畜市場）

・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市高齢

　者いきいき交流センター）☎097-552-1211（日本

　年金機構大分年金事務所）

・１歳６か月児健診 13:00～受付（竹田市総合社会

　福祉センター）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00（大分

　県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-7089（大分

　県行政書士会事務局）

24
・仙台フィルハーモニー管弦楽
　団コンサート～ひびけ 歌声
　とともに～ 15:00開演（竹田市
　総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）※一般2000円、高校生
　 以下1000円☎63-4837（ 竹田
　市文化政策課）

25 26
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書
　館おはなしひろば）
・グランツ＂ふら×きら”コンサート「山﨑明
　サックスdeリラックス」 12:15-12:45、17:15-
　17:45（竹田市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）※入場無料☎63-4837（竹田市文化
　政策課）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公民館）☎
　75-3688（竹田市保険健康課温泉利用相談
　室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総合
　社会福祉センター）※要予約（相談日の前日
　午前中まで）☎63-3346（竹田市心の相談支
　援事業所）

27
・久住地域腹部超音波検査
　8:00-10:00受付（白丹公民館）
　※事前予約必要（検査料3240
　円）☎76-1111（久住支所地域
　振興課）

３月上旬の主な予定　※１月25日現在

  １日㈮ ・久住地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（都野公民館）

　　　　 ※事前予約必要（検査料3240円）☎76-1111（久住支所地域振興課）

  ２日㈯ ・復興！グランツたけた 陸上自衛隊西部方面音楽隊コンサート
　　　　 14:00開演（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）※入場無料（入

　　　　 場整理券を竹田商工会議所、〈グランツたけた〉でお求めください）　

　　　　 ☎63-3161（陸上自衛隊西部方面音楽隊コンサート実行委員会（竹田

　　　　  商工会議所内））

  ３日㈰ ・第32回岡の里名水マラソン大会 9:00～開会式10:00フルマラソンの

　　　　  部スタート（竹田市総合運動公園スタート・フィニッシュ）

おおいた元気企業就職ガイダンスin福岡
県では、2020年３月卒業予定の大学生等や大分県

へのＵＩＪターン就職希望者を対象とした、県内企業

による合同企業説明会を開催します。

日時　３月７日㈭　正午～午後４時30分（予定）

場所　福岡ファッションビル８階Ａホール、Ｂホール

　　　（福岡市博多区博多駅前２丁目10-19）

問大分県商工労働部雇用労働政策課若年者就業支援班

　☎097-506-3332

「平成31年度水質検査計画」を策定しました 「悩まず  どんとこい労働相談」
竹田市上下水道課では水道水の安全確保のため、水道法

に基づく定期的な水質検査を実施しており、水道法の施行規

則では、新年度に実施する水質検査の内容について「水質検

査計画」を策定し、需要者へ公表することとされています。

これに伴い、「平成31年度水質検査計画」を策定しましたので、

閲覧を希望される方は、竹田市上下水道課までお越しください。

なお、３月１日㈮から（土・日・祝日を除く、午前８時30

分～午後５時の間）閲覧できます。

問竹田市上下水道課　☎63-4836

大分県労働委員会では、解雇、賃

金未払い、労働条件などの労使間ト

ラブルについての相談を無料で受

け付けます。

期間　２月１日㈮～７日㈭

受付時間　平日は午前９時～午後

８時（来所の受付は午後６時30分ま

で）、土・日は午前９時～午後５時（来

所の受付は午後４時まで）

相談方法
⑴電話相談  ☎097-536-3650（相談
専用ダイヤル）または ☎097-506-
5251・5241
⑵来所相談　大分県労働委員会事

務局（大分県庁舎本館７階）

※なおこの期間以外でも、平日（午

前９時～午後５時）であれば、随時

相談を受け付けています。
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日

の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



 

作
品
募
集

第
30
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す５

月
14
日
㈫
～
19
日
㈰
に
大
分
県

立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
美
術
展
」

に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

（
昭
和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

作
品　

出
品
者
個
人
が
創
作
し
、
未

発
表
の
も
の
で
、
各
部
門
と
も
１
人

１
点
と
し
ま
す
。

出
品
料
等　

無
料

出
品
部
門（
７
部
門
）

○
日
本
画
の
部　

日
本
画
、
水
墨
画

○
洋
画
の
部　

油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、

水
彩
、
素
描
、
版
画
、
パ
ス
テ
ル
画

○
彫
刻
の
部　

彫
刻
、
そ
の
他
立
体

作
品

○
工
芸
の
部　

陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、

金
工
、
木
竹
、
人
形
、
そ
の
他

○
書
の
部　

漢
字
、
か
な
、
篆
刻
、
調

和
体
及
び
前
衛
、
刻
字
を
問
わ
な
い

○
写
真
の
部　

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

は
問
わ
な
い

○
集
団
創
作
（
工
芸
）
の
部　

陶
芸
、

染
織
、
漆
芸
、
金
工
、
木
竹
、
人
形
、
そ

の
他

※
集
団
創
作
の
部
の
み
、
出
品
作
品

は
審
査
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
各
部
門
と
も
詳
細
な
規
格
要
領

は
、
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
７
日
㈭
～
３
月
19

日
㈫

申
込
方
法　

竹
田
市
高
齢
者
福
祉

課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
の
窓
口
に

備
え
付
け
の
出
品
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
３
９
）

 

確
定
申
告

申
告
相
談
を
行
い
ま
す

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

場
所　

竹
田
税
務
署
１
階

日
時　

２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
午

後
４
時

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
申

告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
を
有

す
る
方
は
、
事
前
に
収
支
内
訳
書
ま

た
は
青
色
決
算
書
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、
申
告
に
要
す
る
時
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

※
竹
田
税
務
署
で
は
資
産
税
担
当
職

員
が
限
ら
れ
て
お
り
、
譲
渡
所
得
・
贈

与
税
の
申
告
相
談
を
さ
れ
る
方
は
開

設
期
間
の
毎
週
金
曜
日
か
、
３
月
11

日
の
週
に
で
き
る
限
り
お
越
し
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
を
さ
れ

る
方
へ

熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

平
成
30
年
分
の
譲
渡
所
得（
土
地
・
建

物
）及
び
、
贈
与
税
の
主
な
特
例
の
適

用
要
件
や
必
要
書
類
を
確
認
で
き
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

税
務
署
へ
提
出
す
る
税
務
関
係
書

類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
人
確

認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.g
o

.jp
/

）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
は
ネ
ッ
ト
が
便
利

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に

たけたん

インフォ
２がつ

青色申告は自分の経営を客観的につかむ

ための重要なツールで、税制上のメリットも

あります。また、青色申告を行う農業者（個人・

法人）は全ての農産物を対象として、自然災

害や価格低下などによる収入減少が生じた場

合に補償する収入保険に加入できます。詳細

については、大分県農業共済組合南部支所竹

田出張所（☎63-2825）にご相談ください。

開催日　５月25日㈯ ※雨天決行
会場　日本一のマラソン練習コース
　　　（久住町南登山口）

日程　開会式　午前８時20分～　
　　　スタート　午前９時～

種目
○３キロの部　中学女子、中学男子、男子60
　歳以上、男子50歳代、男子40歳代、男子39

　歳以下、女子39歳以下、女子40歳以上

○６キロの部　男子39歳以下、男子40歳代、
　男子50歳代、女子39歳以下、女子40歳以上

○９キロの部　男子49歳以下、女子49歳以下
参加資格　中学生以上
申込方法　大会ホームページまたは専用振
替用紙で申し込み

参加料　一般（18歳以上）は3000円、中学生・
高校生は1500円

申込締切　３月25日㈪（大会ホームページ）
／３月20日㈬（専用振替用紙）

問久住高原クロスカントリー大会事務局
☎76-0717（平日の午前８時30分～午後５時）

収入保険は農業収入の減少を広く補償します！

農業者の皆さん、青色申告を始めましょう

第33回 久住高原クロスカントリー大会参加者募集

市場価格が下がった

けがや病気で
収穫ができない

自然災害や鳥獣害
などで収量が

下がった

災害で作付不能に
なった

倉庫が浸水して
売り物にならない

盗難や運搬中の
事故にあった
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関
す
る
各
種
手
続（
①
所
得
税（
及
び

復
興
特
別
所
得
税
）、
法
人
税
・
地
方

法
人
税
（
及
び
復
興
特
別
法
人
税
）、

贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、

酒
税
、
印
紙
税
の
申
告
、
②
全
て
の

国
税
の
納
税
、
③
納
税
証
明
書
の
交

付
請
求
及
び
法
定
調
書
の
提
出
な
ど

の
申
請
・
届
出
等
）が
で
き
ま
す
。

な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と
し
な

い
一
部
の
手
続
き
等
（
納
税
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
、
利
用
者

情
報
の
登
録
・
確
認
・
変
更
等
）
に
つ

い
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ
（w

w
w

.e-tax.n
ta.g

o
.jp

）

ま
た
は
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63-

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」

確
定
申
告
入
力
指
導
会

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
平
成
30
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。
疑
問
点
に
つ
い
て
入
力
指

導
会
で
相
談
す
る
方
式
を
取
り
ま
す

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指

導
会
当
日
ま
で
に
伝
票
の
整
理
と
入

力
を
自
宅
で
行
っ
た
う
え
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日
、
３
月
１
日
、
３

月
８
日（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

※
午
前
の
部
は
10
時
～
12
時
、
午
後

の
部
は
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決
算

後
経
営
分
析
を
行
う
方

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ
Ｄ
、

決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
担
当
・
大
分
県

豊
肥
振
興
局
普
及
指
導
員

申
込
方
法　

開
催
日
２
日
前
ま
で
に

竹
田
市
農
政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
竹
田
市
農
政
課（
担
当
・
野
仲
）

☎
63-

４
８
０
５

 

税　

金

竹
田
市
税
等
「
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
も
か

か
ら
な
い
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
新
規

ま
た
は
追
加
で
対
象
税
目
の
口
座
振

替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
竹
田

市
家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の
可
燃
ご
み

用
を
１
ロ
ー
ル（
大
サ
イ
ズ
10
枚
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象
期
間　

２
月
１
日
㈮
～
７
月
31

日
㈬

対
象
税
目　

市
県
民
税
（
普
通
徴

収
）・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
介
護

保
険
料
（
普
通
徴
収
）・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

申
込
方
法　

竹
田
市
税
務
課
、
各
支

所
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

に
通
帳
と
通
帳
用
の
印
鑑
を
持
参
し
、

備
え
付
け
の
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
を
受
付
後
、
指
定
ご
み
袋
を

お
渡
し
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
で
手
続
き
を
さ
れ
る
場

合
は
、
登
録
し
た
い
税
目
が
わ
か
る

納
付
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
を
備
え
て
い
る

金
融
機
関

大
分
銀
行
（
竹
田
支
店
）
／
豊
和
銀

行（
竹
田
支
店
）／
大
分
県
信
用
組
合

（
竹
田
支
店
・
久
住
支
店
）
／
大
分
県

農
業
協
同
組
合（
竹
田
支
店
・
拝
田
原

支
店
・
荻
支
店
・
久
住
支
店
・
直
入
支

店
）
／
竹
田
市
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
／
九
州
労
働
金
庫
（
竹
田

支
店
）

注
意
事
項

○
対
象
者
は
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

載
す
る
口
座
名
義
人
で
す
。（
複
数

税
目
が
あ
っ
て
も
１
件
）

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
受
付
日
が

基
準
で
す
。

対
象
外
と
な
る
場
合

公営住宅の入居者を募集します

市有地を一般競争入札で売却します

不動産公売会を行います

１．公営住宅（５戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
県営下矢倉住宅 １ 世帯

県営豊岡住宅 １ 単身可

久住
池の口住宅 ２ 世帯

さくら住宅 １ 単身35歳以下

２．特定公共賃貸住宅（２戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
七里第２団地 B 棟 １ 単身35歳以下

七里第３団地 １ 世帯

■申込方法
竹田市住宅管理センター（市役所建設課隣）ま

たは各支所地域振興課に備え付けの入居申込書
に必要事項を記入のうえ、提出してください。
募集期間　２月５日㈫～14日㈭  ※土・日・祝日を除く
抽選日　２月21日㈭  午前10時～（市役所）
入居指定日　３月16日㈯または４月１日㈪
　　　　（県営は４月１日㈪）
※次回の募集月は５月です。詳細は大分県住宅供
給公社のホームページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

入札日時　２月18日㈪  午前９時～
入札場所　市役所本庁舎２階会議室
参加方法　事前に竹田市財政課市有財産経営管
理室にお申し込みください。
受付期間　２月12日㈫まで
※現地説明会は開催しませんので、必ず入札参加
申込者ご自身において、あらかじめ現地を確認し
てください。
※市税等を滞納している方等は入札に参加でき
ません。
※詳細は竹田市公式ホームページをご覧ください。
問竹田市財政課市有財産経営管理室
　☎63-1111（内線233）

市では次の日程で不動産公売会を行います。
公売とは、市税等の滞納により滞納者から差し

押さえた財産を入札などの方法で売却する手続
きです。公売財産の売却代金は滞納市税等にあ
てられます。
入札場所　市役所本庁舎２階　総務課前会議室
期日　３月19日㈫
日程　〔受付〕午後１時30分～／〔説明〕午後２時～
／〔入札〕午後２時30分～／〔開札〕午後２時46分
公売財産の内容
・公売財産の種類　不動産（田４筆）
・見積額　77万円
・公売保証金　８万円
・ 対象地　竹田市久住町
大字久住字大久保464番

（3621平方メートル）／同
字 大 久 保 469 番（2264 平
方メートル）／同字大久保
470番１（2124平方メートル）／同字大久保470
番２（159平方メートル）
※詳細については竹田市公式ホームページをご
覧ください。
問竹田市税務課特別収納推進室
　☎63-1111（内線195）

番号 ２

物件名 直入桑畑  市有地

所在 竹田市直入町大字長湯字山田3133番１

地目 雑種地 地積 762㎡（実測）
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↑公売対象となっている
不動産の一部



○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
口
座
振

替
を
中
止
し
た
場
合

○
登
録
済
み
の
金
融
機
関
や
口
座
の

変
更
を
し
た
場
合

○
対
象
税
目
の
課
税
が
な
い
場
合

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係　

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

 

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金

融
機
関
等
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で

す
。
ま
た
、
早
割
・
前
納
で
納
付
す
る
と

保
険
料
が
割
引
さ
れ
、お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
方
法
は
、
次
の
５
種

類
か
ら
選
ん
で
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月

分
）

②
１
年
前
納（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、

10
月
～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）
※
通
常
の

納
付
期
限
よ
り
も
１
か
月
早
く

振
り
替
え
ま
す

⑤
翌
月
末
振
替
（
保
険
料
の
割
引
は

あ
り
ま
せ
ん
）

※
口
座
振
替
で
の
２
年
前
納
・
１
年

前
納
・
６
か
月
前
納（
４
月
～
９
月
分
）

の
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で

す
。
ま
た
、
初
回
振
替
は
４
月
末
、
原

則
、
前
月
分
と
各
前
納
分
の
振
替
に

な
り
ま
す
。（
２
年
前
納
の
場
合
は

25
か
月
分
）

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
方

は
、
口
座
振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

就
学
援
助

就
学
援
助
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
お
子
さ
ま
の
小
学
校
や
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
ご
家
庭
に

対
し
、
市
が
給
食
費
や
学
用
品
等
の

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。対

象
者
は
市
内
に
居
住
し
、
市
内

の
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る（
ま
た
は

就
学
予
定
の
）
お
子
さ
ま
の
保
護
者

で
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、
市

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受
け

た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
、
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
収
入
総
額
が
少
な
く
生
活
が
経
済

的
に
厳
し
い
な
ど
、
就
学
援
助
の
認

定
基
準
に
該
当
す
る
方
で
す
。
今
年

４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の

お
子
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は

入
学
準
備
金
を
３
月
末
に
支
給
し
ま

す
。就

学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

就
学
予
定
の
小
・
中
学
校
ま
た
は
竹

田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
63-

４
８
３
３

 

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
方

に
、お
知
ら
せ
と
支
給
申
請
書
を
３
月

に
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、お
住
ま
い
の
市
町

村
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類　

支
給
申
請

書
・
お
知
ら
せ
の
文
書
・
印
鑑
・
通
帳
等

（
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の
）・
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
介
護

保
険
被
保
険
者
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
カ
ー
ド
等（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認

で
き
る
も
の
）

※
申
請
者（
代
理
人
含
む
）の
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

問
竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢

者
医
療
係　

☎
63-

１
１
１
１
（
内

線
１
７
８
・
１
７
９
）
／
大
分
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
９
７

-

５
３
４-

１
７
７
１
（
代
表
）

 

消
費
者
行
政

電
気
の
切
り
替
え
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル

契
約
し
て
い
る
大
手
電
力
会
社
を

名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
電

気
料
金
が
安
く
な
る
。
契
約
番
号
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
検

針
票
の
記
載
情
報
を
教
え
た
。
そ
の

後
、
見
知
ら
ぬ
電
力
会
社
か
ら
突
然

手
数
料
を
請
求
す
る
手
紙
が
届
き
、い

つ
の
間
に
か
小
売
事
業
者
と
契
約
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
電
気
料
金
も

説
明
よ
り
高
額
に
な
っ
て
い
た
等
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
気
の
契

約
切
り
替
え
に
つ
い
て
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、
事
業
者
名
を
確
認
す
る
と
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たけたんインフォ

と
も
に
、
自
ら
の
意
思
を
明
確
に
伝
え
、

切
り
替
え
の
意
思
が
な
け
れ
ば
検
針

票
の
記
載
情
報
は
伝
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
契
約
先
を
切
り
替
え
る

際
は
、
契
約
条
件
を
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-
４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～

金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生

活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ

ス
）  

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
で
は
、
施
設

の
有
効
活
用
を
目
的
に
「
健
康
増
進
」

ま
た
は
「
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
」
事

業
を
行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

使
用
場
所　

竹
田
市
大
字
会

々

２
２
５
０
番
地
1 

竹
田
温
泉
「
花
水

月
」
１
Ｆ
か
ぼ
す
の
間（
た
た
み
10
畳

和
室
）※
原
則
、
現
状
で
の
貸
し
出
し

使
用
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
１
日

㈪
～
２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈫

※
期
間
満
了
後
の
更
新
に
つ
い
て
は

別
途
協
議

使
用
料　

所
定
の
使
用
料
が
必
要

※
概
ね
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
商
工

観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

竹
田
市
商
工
観
光
課
及

び
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け

の
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
①
市
税
の
納
税
（
完
納
）

証
明
書（
手
数
料
３
０
０
円
が
必
要
）、

②
暴
力
団
等
で
な
い
こ
と
の
誓
約
書

（
商
工
観
光
課
及
び
各
支
所
地
域
振

興
課
に
様
式
を
準
備
）を
添
え
て
、
商

工
観
光
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

※
施
設
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
28
日
㈭

選
考　

書
類
審
査
に
よ
る
選
考
と
し
、

合
格
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
次

の
条
件
に
つ
い
て
も
選
考
基
準
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

条
件

①
使
用
者
に
本
市
の
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と

②
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
若
し
く

は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
者
で
な
い
こ
と

※
使
用
者
が
決
定
し
た
場
合
は
、
改

め
て
「
行
政
財
産
使
用
許
可
申
請
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63-

４
８
０
７

 

講
習
会

平
成
31
年
度 

点
訳
・
音
訳
奉
仕

員
養
成
講
習
会

「
点
訳
」「
音
訳
」
活
動
を
通
し
、
視

覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
促

平成31・32年度　物品等競争入札参加資格申請受付
市が発注する物品の買入れや製造の請負（工事の請負は除く）、役務の提供に係る競

争入札参加には、資格審査申請書の提出が必要です。資格審査申請をされる方は、次

に従って提出してください。

受付期間　２月１日㈮～28日㈭
※３月１日㈮～29日㈮の期間に資格審査を行いますので、この期間は受付を行いま

せん。４月１日㈪以降に随時受付を行います。なお、資格を付与した日から有効とな

るため、希望する入札に間に合わないことがあります。

申請方法
１．提出場所
　竹田市役所契約検査室 （〒878-8555 大分県竹田市大字会々1650番地）

２．提出方法
　持参・郵送可。２月28日㈭消印有効。ただし、受付書が必要な方は切手を貼った返

信用封筒を同封のこと。※資格認定審査の通知については認定しない方のみ発行

３．提出書類
　次に掲げる書類を紙ファイル、クリアファイルまたはクリップ等で綴り込みのうえ

１部提出（ホッチキス止めは避けること）

※本店から市内の営業所に委任する場合は、委任状及び市税完納証明書が必ず必要と

なります。市税完納証明書は平成31年１月４日以降の証明日に限るものとします。

※公的機関の発行する書類は、発行日から３か月以内のものとします。

※詳細については竹田市公式ホームページでご確認ください。

４．有効期間
平成31年４月１日（４月１日以降の受付にあっては、資格を付与した日）から平成33

年３月31日まで

問竹田市契約検査室  ☎0974-63-1111（内線106・108）／ FAX 0974-63-1411

番
号

書類の名称
法人 個

人
備　　　考

市内 市外

1 競争入札（見積）参加資格申請書 ○ ○ ○ 様式第１号

2 経営概要書 ○ ○ ○ 様式第２号

3 営業種目分類表 ○ ○ ○
31年度申請分から分類表を変更しています。

（過去の様式は使用できません）

4 代表者身分証明書 ○ ○ ○
法務局にて発行の履歴事項全部証明書（写し可）
※個人の場合は市町村長発行の身分証明書

5 財務諸表 貸借対照表と損益計算書 ○ ○ ‒ 決算書（写し可）※直前１年間の事業年度分に係るもの

6 営業用純資本額に関する書類及び収支計算書 ‒ ‒ ○ 確定申告書等財務諸表に類する書類（写し可）

7 納税証明書

市税完納証明書 ○ △ ○
市役所税務課及び各支所地域振興課にて発行

（手数料300円/ 通、写し可）
※市内に事業所または営業所を有する場合

所得税 ‒ ‒ ○ 税務署にて発行（写し可）

法人税 ○ ○ ‒ 税務署にて発行（免税事業者は除く、写し可）

8 委任状 ‒ △ ‒ 様式第３号　※委任のある場合

9 誓約書 ○ ○ ○ 暴力団等ではない旨の誓約書
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地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

①
フ
ロ
ン
ト･

接
客 

１
人 

18
～
25
万

円 

②
生
コ
ン
車
運
転
手 

１
人 

17･

２

～
19･

５
万
円 

③
一
般
土
木
作
業
員 

１
人 

18･

４
～
25･

３
万
円 

④
管
理

栄
養
士
・
栄
養
士 

１
人 

19･

１
～
28･

１
万
円 

⑤
営
業 

１
人 

17
～
25
万
円 

⑥
畜
産
作
業
員 

１
人 

25
万
円 

⑦
タ
ク

シ
ー
乗
務
員 

２
人 

13･

４
～
21･

４
万

円 

⑧
介
護
職
員 

１
人 

14･

１
～
15･

６
万
円 

⑨
重
機
運
転
手 

１
人 

20
～

25
万
円 

⑩
解
体
作
業
員 

１
人 

15･

４

～
17･

６
万
円 

⑪
自
動
車
整
備
作
業

員 

１
人 

18･

４
～
27･

６
万
円 

⑫
一

般
作
業
員 

１
人 

16･

５
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕（
時
給
）

⑬
配
達
係 

１
人 

８
０
０
円 

⑭
保
育

士 

１
人 

８
９
０
円 

⑮
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー 

１
人 

１
４
０
０
円 

⑯
接
客
・
お

弁
当
配
達 

１
人 

８
０
０
～
９
０
０
円 

⑰
歯
科
助
手 

１
人 

８
０
０
～
８
３
０

円 

⑱
介
護
職
員 

２
人 

８
０
０
～

９
０
０
円 

⑲
ハ
ー
ネ
ス
組
立
・
検
査

員 

５
人 

７
８
０
～
８
５
０
円 

⑳
洗
い

場
担
当 

２
人 

９
０
０
円 

㉑
世
話
人

（
土
・
日
） 

１
人 

８
０
０
円 

㉒
正
・
准
看

護
師 

２
人 

１
０
０
０
～
２
０
０
０
円 

㉓
接
客
・
レ
ジ
担
当　

１
人　

７
６
２

円 

㉔
厨
房 

１
人 

８
０
０
円

問
竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
63-
１
１
０
１

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
条
件

①
原
則
と
し
て
講
習
会
を
毎
回
受
講

で
き
る
方

②
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
簡
単
な
操

作
の
で
き
る
方

③
講
習
会
終
了
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
継
続
し
て
、
点
字
図
書

館
で
の
点
字
図
書
・
録
音
図
書
等

の
製
作
に
協
力
で
き
る
方

日
時　

２
０
１
９
年
４
月
～
２
０
２
０

年
３
月（
延
べ
40
回
程
度
）

※
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
は
毎
週

金
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時
。

※
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
は
毎
週

火
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時
。

場
所　

大
分
県
点
字
図
書
館

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

各
15
人
程
度

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望

講
習
会
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
申
し
込
み

応
募
期
限　

２
月
26
日
㈫
※
必
着

▪申
　

・
問 

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲
人

協
会  

大
分
県
点
字
図
書
館（
〒
８
７
０

-

０
０
４
３ 

大
分
市
中
島
東
１-

２

-

28 

大
分
県
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

☎
０
９
７-

５
３
８-

０
３
９
９

FAX
０
９
７-

５
３
８-

０
５
３
７

E-m
ail:

o
ita-ke

n
m

o
u

.te
n

jito
sh

o
kan

@

m
b

r.n
ifty.co

m

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転

特
別
教
育（
機
体
重
量
３
ｔ
未
満
）

日
時　

３
月
４
日
㈪
・
５
日
㈫　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

会
員
１
１
８
８
０
円
（
会

員
外
１
４
５
８
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト

代
１
３
４
０
円

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

日
時　

３
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮　

午

前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

場
所　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階
（
中

央
公
民
館
）

受
講
料　

会
員
９
１
８
０
円
（
会
員

外
１
１
８
８
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代

１
０
８
０
円

※
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止

▪申
　

・
問（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４-

26-

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４-

26-

４
１
４
６

 

試　

験

大
分
県
商
工
会
連
合
会

経
営
指
導
員
等
採
用
候
補
者

選
定
試
験

県
内
の
商
工
会
に
お
い
て
、
中
小

企
業
者
の
支
援
・
育
成
に
従
事
す
る

経
営
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
数　

５
人
程
度

受
験
資
格

⑴
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

齢
が
34
歳
未
満
（
昭
和
59
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）で
、
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

⑵
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
人

⑶
簿
記
検
定
試
験
制
度
３
級
以
上
の

資
格
を
有
し
て
い
な
い
人
は
、
採

用
後
速
や
か
に
同
級
以
上
の
資
格

取
得
が
可
能
な
人

１
次
試
験　

２
月
16
日
㈯　

午
前

10
時
～

会
場　

大
分
県
中
小
企
業
会
館
（
大

分
市
金
池
町
３
丁
目
１-

64
）

内
容　

専
門
試
験
・
能
力
試
験
・
適
性

試
験

２
次
試
験　

３
月
上
旬
予
定

採
用
時
期　

平
成
31
年
４
月
１
日

募
集
締
切　

２
月
12
日
㈫

※
詳
し
く
は
大
分
県
商
工
会
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

o
ita-sh

o
ko

kai.o
r.jp

/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪申
　

・
問
大
分
県
商
工
会
連
合
会
総
務
課

☎
０
９
７-

５
３
４-
９
５
０
７
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小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

２／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

２／ ３㈰ 豊後大野市民病院

２／ ９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

２／10㈰ 豊後大野市民病院

２／11㈪ 豊後大野市民病院

２／16㈯ みやわき小児科・竹田市立こども診療所　※三重東クリニックは休診

２／17㈰ みやわき小児科

２／23㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

２／24㈰ 豊後大野市民病院

３／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／ ３㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる

場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎
63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合
には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、

毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームページの「お

おいた医療情報ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

２／ ３㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

２／10㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

２／11㈪ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

２／17㈰ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400

２／24㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎ 76-0008

３／ ３㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームペー

ジでも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

２月の在宅当番医院

受付時間　平日夜間 18：00～21：00　土曜日 13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日 9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番医院を受診してください。

※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最

新の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご

覧いただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 15㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

  2㈯ 大久保病院 ☎64-7777 16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

  3㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  4㈪ 道全内科 ☎63-2270 18㈪ 道全内科 ☎63-2270

  5㈫ 志賀内科 ☎63-2083 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  6㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 20㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

  7㈭ 柚須医院 ☎63-2016 21㈭ 安西皮膚科 ☎63-3232

  8㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 22㈮ 柚須医院 ☎63-2016

  9㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

11㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 26㈫ 志賀内科 ☎63-2083

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 27㈬ 秦医院 ☎63-2246

14㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 28㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

こ
の
時
期
に
流
行
す
る
嘔
吐
下
痢

症
の
ウ
イ
ル
ス
は
便
を
介
し
て
感
染

し
ま
す
。
驚
く
な
か
れ
、
何
の
症
状

も
な
い
人
の
便
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
潜

ん
で
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
量
で

感
染
す
る
の
で
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
で
あ
れ
ば
10
枚
程
度
は
軽
く
突

き
抜
け
て
手
に
つ
き
ま
す
。
ト
イ
レ

で
ス
マ
ホ
を
触
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

エ
チ
ケ
ッ
ト
と
勘
違
い
し
て
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
三
角
折
り
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
手
を
洗
う
前
に
触
れ
る

場
所
す
べ
て
に
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
す
み
や
か

に
石
鹸
と
水
で
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流

し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
手
洗
い
が
不
十
分
な
人

が
ト
イ
レ
外
の
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、

手
す
り
な
ど
に
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
て

い
ま
す
。
嘔
吐
下
痢
症
の
ウ
イ
ル
ス

は
ア
ル
コ
ー
ル
に
強
い
の
で
、
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
こ
れ
ら
の
場

所
を
消
毒
し
、
食
器
な
ど
は
熱
湯
消

毒
し
て
く
だ
さ
い
。

吐
い
た
人
や
下
痢
を
し
た
人
が
い

た
場
合
、
す
ぐ
に
換
気
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
吐
物
や
下
痢
の
つ
い
た

衣
類
等
は
素
手
で
触
れ
ず
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
、
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
に
浸
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

吐
い
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
吐

き
気
が
和
ら
い
だ
ら
水
分
を
与
え
始

め
て
く
だ
さ
い
。
嘔
吐
下
痢
症
の
場

合
、
お
薬
よ
り
も
水
分
摂
取
が
治
る

近
道
で
す
。
脱
水
予
防
に
は
塩
分
を

含
む
経
口
補
水
液
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
飲
め
な
い
場
合
は
味
噌
汁
、
チ

キ
ン
ス
ー
プ
、
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
で

代
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
は
塩
分
が
少
な
く
糖
分

が
多
い
の
で
、
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
も
、
水
分
が
思
う
よ
う
に
と

れ
ず
、
ぐ
っ
た
り
、
尿
が
少
な
い
、
泣

い
て
も
涙
が
出
な
い
な
ど
の
症
状
が

み
ら
れ
れ
ば
、
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第44回 嘔吐下痢症にかからない方法、

かかっても早く治る方法

――地域医療・小児医療の視点から――

えがおの子育て

小児科

！張出

19 2019 年 2 月発行



「
大
船
は
高
く
そ
び
え
て　

芹
川

ぞ
清
く
流
る
る
」
と
、
校
歌
に
歌
わ

れ
た
雄
大
な
大
船
山
、
清
ら
か
な
芹

川
、
日
本
一
の
炭
酸
泉
・
長
湯
温
泉

を
持
つ
自
然
豊
か
な
校
区
に
直
入
中

学
校
は
あ
り
ま
す
。
全
校
生
徒
は
42

名
で
、
素
直
で
明
る
く
、
元
気
な
あ
い

さ
つ
の
飛
び
交
う
学
校
で
す
。

生
徒
は
本
校
に
誇
り
を
持
っ
て
お

り
、
校
訓
「
親
和
愛
校
」
の
も
と
に
、

保
護
者
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
学
校
教
育
目
標
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
挑
む
」で
す
。
さ
せ
ら
れ
る

取
り
組
み
か
ら
自
ら
取
り
組
ん
で
い
く

「
挑
む
」
気
持
ち
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
郷
土
学
「
ふ
る
さ
と
直
入
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
５
年
目
を
迎
え
ま

ぼくたち・私たちの

学び舎

し
た
。
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
学
校
を
出
て
調
査
・
体
験
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

１
年
生
は
農
業
体
験
や
温
泉
の
現

地
調
査
な
ど
、
直
入
の
魅
力
を
見
つ

け
る
活
動
。
２
年
生
は
夢
を
持
っ
て

直
入
で
働
く
人
々
を
取
材
し
、
郷
土

の
よ
さ
を
知
る
活
動
。
３
年
生
は
芹

川
の
水
質
調
査
や
清
掃
活
動
を
行

い
、
直
入
の
自
然
の
豊
か
さ
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
活
動
を
し
ま
し
た
。
７
月

に
は
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
温
故
創
新
」「
友
往
毎
進
」

と
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
生
徒
会
を
中
心

に
、
学
校
生
活
の
見
直
し
を
行
い
、
生

徒
会
規
約
や
組
織
を
、
現
状
に
あ
っ

た
も
の
へ
と
改
変
し
ま
し
た
。
他
に

も
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
」
や

「
ト
ー
ク
集
会
」
等
、
積
極
的
に
新
し

い
取
り
組
み
を
入
れ
生
徒
会
の
活
性

化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
竹
田
市
の
日
本
語
弁
論

や
英
語
弁
論
大
会
で
も
代
表
が
自
分

の
思
い
を
発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
を
獲
得
。
駅
伝
大
会
で
も
男
子

が
19
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
な
ど
文
武

両
道
で
挑
み
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
も
「
親
子
対

話
会
」
や
「
我
が
家
の
あ
い
さ
つ
宣
言
」

等
、
家
庭
と
学
校
と
の
連
携
を
深
め
る

新
し
い
取
り
組
み
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
、
第
１
月
曜
日
は「
ち
ょ
っ
と
あ

い
さ
つ
運
動
」
の
日
で
す
。
是
非
皆
さ

ん
も
直
入
中
の
校
門
で
、ま
た
車
窓
か

ら
で
も
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
頭　

片
桐
睦
雄
）

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

　 
挑
み
続
け
る
直
入
中
学
校

今
月
の
学
び
舎
　

竹
田
市
立
直
入
中
学
校

岡 城 本 丸 の 刻 印 石

ま
る
ご
と
博
物
館

159

岡
城
本
丸
南
側
の
石
垣
に
二

重
山
の
印
を
刻
ん
だ
石
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
本
丸
か

ら
荘
嶽
社
へ
と
30
メ
ー
ト
ル
程

進
ん
だ
付
近
で
、
高
さ
は
根
石
か

ら
約
１
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
な

り
ま
す
。
こ
の
印
は
津
山
藩
主

森も
り
み
ま
さ
か
の
か
み
た
だ
ま
さ

美
作
守
忠
政
の
刻
印
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
森
家
に

関
係
す
る
印
が
岡
城
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
中
川
家
の
歴
史
を
た

ど
る
と
そ
の
関
係
が
見
え
て
き

ま
す
。
森
忠
政
の
正
室
チ
ボ
姫

は
藩
祖
中
川
清
秀
の
次
女
に
な

る
の
で
す
。
因
み
に
長
女
は
初
代

姫
路
城
主
池
田
輝
政
へ
嫁
い
だ

糸
姫
で
す
。
チ
ボ
は
岡
藩
初
代

藩
主
中
川
秀
成
の
妹
で
天
正
16

（
１
５
８
８
）
年
に
森
家
へ
嫁
ぎ

ま
し
た
。
つ
ま
り
忠
政
は
秀
成
と

義
兄
弟
に
な
り
ま
す
。
血
縁
関
係

を
結
ん
だ
大
名
同
士
の
因
習
か

ら
築
城
の
協
力
で
石
工
職
人
を

派
遣
し
、
そ
の
証
と
し
て
刻
印
し

た
も
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

森
忠
政
の
出
身
地
は
美
濃
で
、

父
森
可よ
し
な
り成

は
織
田
信
長
に
仕
え

て
い
ま
し
た
。
森
家
六
男（
末
子
）

と
し
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
長

男
の
戦
死
後
他
の
兄
達
が
早
世

し
た
た
め
、
家
督
を
継
い
で
秀
吉

に
仕
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
の

兄
は
織
田
信
長
に
小
姓
と
し
て

仕
え
、
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
有
名
な
森も
り

蘭ら
ん

丸ま
る

で
す
。

刻
印
の
形
は
「
山
一
」
と
呼
ば

れ
る
印
で
、
表
石
は
直
径
縦
63
セ

ン
チ
、
横
56
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。

印
の
高
さ
は
12
セ
ン
チ
底
辺
16

セ
ン
チ
の
二
重
山
印
で
す
。
な
お

忠
政
は
元
和
８
（
１
６
２
２
）
年

大
坂
城
に
も
普
請
の
職
人
を
派

遣
し
た
た
め
、
岡
城
と
同
じ
刻
印

や
数
種
類
の
刻
印
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
刻
印
石
は
４
０
０
年
の

時
間
に
耐
え
て
風
化
せ
ず
、
中
川

家
の
血
縁
関
係
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
遺
産
で
す
。（

井
上　

隆
）

↑ふるさと直入プロジェクト「農業体験」

↑芹川清掃

↑生徒会の日「飯
はんごうすいさん

盒炊爨」

↑岡城本丸南面刻印石

広報たけた平成 31 年 2 月号 20
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「有村家のその日まで」
尾崎 英子　光文社

一
般
の
本

子
ど
も
の
本

世界のむかしばなしの中から選んだゆ

かいなお話を楽しい絵で贈った一冊。「お

ばあさんとぶた」「くぎスープ」「いたずら

おばけ」など14編を収録。絵本論で著名

な瀬田貞二さん、2016年に98歳で亡くな

られた絵本画家の太田大八さんのコンビ

による、とびきりおもしろいお話の詰まっ

た一冊をぜひ読んでみてください。

誰もがいつかは迎える〝家族の死〞を

新鋭作家が祈りを込めて紡いだ一冊。が

んを患った有村仁子（69歳）。自由奔放で

スピリチュアルに傾倒する彼女は、標準

治療をつまらないからとやめてしまう。

彼女らしく最後のときを過ごせるよう奮

闘する家族の物語です。

【一般の本】

・芙蓉の干城［集英社］ 松井　今朝子

・光まで5分［光文社］ 桜木　紫乃

・キンモクセイ［朝日新聞出版］ 今野　敏

・府中三億円事件を計画・実行したのは私です。［ポプラ社］

 白田

・一切なりゆき ～樹木希林のことば～［文藝春秋］

 樹木　希林

・AIと憲法［日本経済新聞出版社］ 山本　龍彦

・生命科学の未来  がん免疫治療と獲得免疫［藤原書店］ 

 本庶　佑

・写真集「ねことじいちゃん」［クレヴィス］ 岩合　光昭

・美智子さま　あの日あのとき［講談社］ 渡邉　みどり

・図書館さんぽ～本のある空間で世界を広げる［駒草出版］

 図書館さんぽ研究会

【子どもの本】

・かいけつゾロリ ロボット大さくせん［ポプラ社］

　 原　ゆたか

・おねえちゃんって、まいにちはらはら！［岩崎書店］

 いとう　みく 作／つじむら　あゆこ 絵

・金栗四三～日本人初のオリンピアン・日本マラソンの父［小学館］

　大谷  じろう まんが／水野  光博 シナリオ／村上  晶子 監修

・ぼくらの災害サバイバルBOOK［主婦の友社］

 国崎　信江

・１日10分なるほど国旗のお話絵本［白泉社］

 あきやま　かぜさぶろう

・AIのサバイバル２［朝日新聞出版］

 ゴムドリco. 文／韓　賢東 絵

・おっぱいのたび［岩崎書店］ ザ・キャビンカンパニー

・こまった虫歯［高陵社書店］ 長田　真作

 他200冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

2
月
14
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園

２
月
21
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

２
月
13
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの一冊

新図書館のコーナー紹介

「みんなのひろば」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

２  月
寒い毎日ですが、４日はもう立春！すぐそこ

に春が来ていますよ♪

春を見つけにぜひ図書館へお越しください。

いろいろな本があなたをお待ちしています。

西館を入るとすぐ、自

由に利用できる「みんな

のひろば」があります。白

いテーブルと椅子が並ん

でいます。ここでは飲食

はできませんが、新聞や

雑誌を読んだり、本を読

んだり、誰でも自由にくつろげる広場です。テーブルを

組み合わせて大きなテーブルで使ったり、１つずつ離

して使ったりいろいろな使い方もできます。お友達との

待ち合わせにも最適ですよ。ぜひご利用ください。

「世界のむかしばなし」
瀬田 貞二 訳／太田 大八 絵　のら書店

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ス
「
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・

マ
デ
ィ
ソ
ン
」
の
皆
さ
ん
か
ら
図
書
購
入
費
を

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
昨
年
11
月
、
竹
田
市
を
訪
問
。

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ス
大
分
（
大
塚
邦
彦

代
表
）と
交
流
を
育
み
な
が
ら
、
岡
城
跡
や
久

住
高
原
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
秋
の
竹

田
を
楽
し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

12
月
20
日
、
大
塚
代

表
か
ら
吉
野
英
勝
教

育
長
に
寄
附
に
よ
り

購
入
し
た
図
書
７
冊

を
贈
呈
。図
書
は
市
立

図
書
館
に
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

た    て

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第113回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。←『感謝』と銘打ったライブ

コンサート。自ら作詞作曲
されたオリジナルソング
を優しい歌声で披露する
故・梅木純前副市長

彼
が
第
二
の
ふ
る
さ
と
竹
田
市
に
残
し
て
く
れ
た
も
の

前
副
市
長
の
梅
木
純
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

私
が
市
長
に
就
任
し
て
こ
の
春
で
ち
ょ
う
ど
10
年

を
迎
え
る
。
基
礎
自
治
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
少
子
・

高
齢
化
、
過
疎
化
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、「
竹
田
ら

し
い
政
策
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
展
開
さ
せ
れ
ば
必

ず
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
と
確
信
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
平
成

21
年
の
春
の
こ
と
だ
。

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に
副
市

長
に
就
任
し
て
も
ら
っ
た
の
が
梅
木
純
さ
ん
だ
っ
た
。

彼
は
大
分
県
庁
の
管
理
職
（
用
度
管
財
課
長
）
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
が
、
退
職
し
て
私
と
と
も
に
『
坂
の
上

の
雲
』
を
目
指
し
て
く
れ
た
。
実
は
、
梅
木
さ
ん
は
私

の
高
校
時
代
の
１
年
先
輩
だ
っ
た
。
私
以
上
に
背
が

高
く
、
お
よ
そ
１
メ
ー
ト
ル
90
セ
ン
チ
を
超
え
て
い

た
だ
ろ
う
。
体
重
も
１
０
０
キ
ロ
を
優
に
超
え
て
い
た
。

私
た
ち
は
と
も
に
応
援
団
に
所
属
し
、
ま
さ
に
一
生

を
貫
く
友
人
関
係
を
築
い
て
き
た
。

彼
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
私
が
応
援
団

に
入
っ
た
あ
の
日
、
彼
は
演
壇
に
立
つ
や
、「
梅
木
純

で
あ
る
」
と
た
っ
た
そ
れ
だ
け
を
言
い
放
っ
て
降
壇

し
た
。
何
の
装
飾
も
、
何
の
注
釈
も
添
え
な
い
。
た
だ
、

梅
木
純
と
だ
け
私
た
ち
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
で
教
室
に
は
凍
て
つ
い
た
よ
う
な
緊
張
感
が

み
な
ぎ
っ
た
。
全
校
の
生
徒
が
そ
の
名
を
知
る
ほ
ど

成
績
優
秀
で
、
見
事
な
存
在
感
が
あ
っ
た
の
だ
。
強

烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
伴
っ
て
私
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た

一
瞬
だ
っ
た
。
も
う
一
場
面
。
そ
れ
は
名
門
・
早
稲
田

大
学
の
角
帽
を
被
り
、
高
下
駄
を
履
い
て
母
校
に
姿

を
現
し
た
夏
の
日
の
一
瞬
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
私
の
中
の
『
梅
木
純
』
は
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
生
き
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。

大
学
卒
業
の
の
ち
、
彼
は
大
分
県
庁
に
奉
職
し
た
。

平
松
守
彦
知
事
の
も
と
、
堤
彦
一
氏
ら
野
武
士
の
よ

う
な
個
性
的
な
集
団
で
大
分
県
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
邁
進
し
た
。

さ
て
、
そ
の
梅
木
氏
を
副
市
長
に
迎
え
た
２
年
後
、

わ
が
竹
田
市
は
九
州
北
部
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
、
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
田
畑
も
大
き

く
傷
つ
い
た
。
歴
史
文
化
の
拠
点
で
あ
る
文
化
会
館

も
水
没
し
、
ふ
る
さ
と
全
体
が
暗
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
正
念
場
の
真

っ
た
だ
中
、
梅
木
氏
は
副
市
長
と
し
て
文
字
通
り
縦

横
無
尽
の
活
躍
を
し
て
く
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
梅
木
氏
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
の
能
力
を
活
か
し
、
城
下
町
は
も
ち
ろ
ん
、

久
住
高
原
や
長
湯
温
泉
、
そ
し
て
荻
の
農
業
祭
な
ど

で
も
自
作
の
歌
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ー
で
も
そ
の
特
技
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
彼

は
私
の
１
期
目
の
３
年
間
を
支
え
て
く
れ
た
。
３
年

余
り
の
副
市
長
時
代
。
災
害
復
興
の
道
筋
を
つ
け
て

く
れ
た
こ
と
に
私
は
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
て
い
る
。

そ
の
梅
木
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
不
治
の
病
と
闘
っ

て
い
た
が
、
去
る
１
月
18
日
、
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

昨
年
の
秋
、
入
院
先
の
病
院
に
見
舞
っ
た
が
と
て

も
病
人
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
元
気
で
、
逆
に
私
が
励
ま

さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、
病
魔
は
確
実
に
あ
の

大
き
な
体
を
蝕
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
て
、
見
た
目
に
も

闘
病
の
疲
れ
が
見
え
始
め
て
い
た
昨
年
末
。
彼
か
ら

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
。

第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
竹
田
市
で
ラ
イ
ブ
を
や
り

た
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
場
所
は
本
人
が
新
築
を
強
く

望
ん
で
い
た
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
。

そ
の
夢
は
叶
っ
た
。
暮
れ
も
差
し
迫
っ
た
19
日
。

キ
ナ
ー
レ
で
は
『
感
謝
』
と
銘
打
っ
た
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
た
。

彼
は
参
加
し
た
竹
田
市
民
や
多
く
の
友
人
た
ち
の

前
で
静
か
に
歌
っ
た
。
復
興
ま
で
の
道
の
り
を
思
い

起
こ
す
よ
う
に
、
そ
し
て
市
民
と
の
つ
な
が
り
を
確

か
め
る
よ
う
に
。
一
曲
一
曲
丁
寧
に
歌
っ
た
。
生
の

弾
き
語
り
で
な
け
れ
ば
通
わ
な
い
暖
か
な
空
気
が
会

場
を
覆
っ
た
。

こ
の
話
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
彼
の
死
が
迫
っ
て

い
た
１
月
14
日
。〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎
ホ
ー

ル
で
は
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ン
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
た
。
私
は
事
前
に
リ
ー
ダ
ー
の
森
進
一
郎
さ
ん
に

お
願
い
し
た
。「
こ
の
ホ
ー
ル
の
完
成
を
一
番
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
友
人
が
い
る
。
竹
田
市
の
副
市
長
を

務
め
て
く
れ
た
梅
木
純
さ
ん
だ
。
彼
が
作
詞
作
曲
し

た
歌
を
ひ
と
つ
で
も
い
い
か
ら
歌
っ
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
か
」。

私
は
森
さ
ん
に
彼
の
ア
ル
バ
ム
『
あ
り
が
と
う  

竹

田  

元
気
で
す
』
を
届
け
た
。
す
る
と
、
森
さ
ん
は
梅

木
純
さ
ん
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
嬉
し

か
っ
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
私
が
そ
の
こ
と
を

梅
木
氏
に
伝
え
た
ら
、
電
話
の
向
こ
う
で
彼
も
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
た
。
た
だ
、
お
礼
を
言
う
彼
の
声
が

途
切
れ
そ
う
に
な
る
の
が
気
に
な
っ
た
。
一
抹
の
不

安
が
私
の
脳
裏
を
か
す
め
た
。
そ
の
４
日
後
、
つ
い
に

彼
は
結
界
を
越
え
て
い
っ
た
。

「
ど
う
せ
人
生
な
ん
て
、
少
し
長
い
か
短
い
か
だ
け

よ
。
ど
う
生
き
た
か
が
大
切
だ
と
思
う
」。
彼
と
最
後

に
交
わ
し
た
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
で
い
る
。

広報たけた平成 31 年 2 月号 22竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/



昨年12月24日に長崎県総合体育館

で開催されたボクシングの「第70回全

日本社会人選手権・第17回全日本女子

選手権」で、女子選手権シニアウェル

ター級に出場した菊池真琴さん（32歳・

県ボクシング連盟）が見事優勝を飾り

ました。

市内植木出身の菊池さんがボクシン

グを始めたのは３年前。リオ五輪で活

躍する選手に感動し、「自分も何かの競

技に出たい」と思ったことがきっかけ。

高校・大学と競技に打ち込んだ剣道は

オリンピック種目になく、『大人になっ

て始めても、選手に選ばれる可能性が

あるボクシング』に挑戦しようと決意

し、ジムの門を叩いたそう。

始めてわずか１か月で出場した大会

では、「剣道より間合いが近く、恐怖心

竹田市下坂田出身の後藤愛夏さん（37歳・大分市）が、昨年11月に東京都で開

催された「平成30年度民謡民舞全国大会」の内閣総理大臣賞争奪戦（民謡の部）

で８位に入賞しました。

都道府県や地区予選の１位のみが出場できる同争奪戦。63人の民謡自慢が

集まる中で、「まさか上位入賞できるとは思わなかった」。昨年は「関の鯛つり唄

日本一大会」（大分市佐賀関）で優勝するなど輝かしい成績を収めている後藤さ

ん。小さい頃から歌うことが好きで、９歳から始めた民謡は「短い歌詞の中に表

された人物の気持ちを、どう自分なりに表現するか。難しさもあるが、おもしろい」

現在は月２回地元で開かれている民謡教室に通い、佐藤文男先生（豊肥佐藤会）

の指導を仰ぐ。「先生の求める技術や気持ちのレベルが高く、ついていくのが大

変だが、確実に上達している実感がある」

大会への出場に加え、地域の祭りや敬老会などのイベントにも出演をされて

いる後藤さん。「民謡の良さを同世代や若い人に知ってもらえるように、これか

らも唄い継いでいきたい」と力を込めていました。

が強かった」

一昨年は決勝に進んだものの、フィ

ジカルやスピード全てが上の相手に敗

れ、「勝つためには環境を変える必要が

あると感じた」と話す菊池さん。

昨年７月、世界チャンピオンが所属

するジムに移ると、足の使い方やジャ

ブの打ち方などの基礎トレーニングに

加え、「ボコボコに殴られて口の中が切

れ、ご飯が食べられない」ほどのスパー

リングで、みっちり練習を積んだ結果

が優勝に繋がったと振り返る。

今後は、国際大会での上位進出を目

標に競技に取り組み、「2020年の東京

オリンピック出場を目指したい」と夢

を語る菊池さん。竹田からオリンピッ

ク選手が誕生する日はそう遠くないか

もしれません。

夢は東京オリンピック

キ ラ リ  竹 田 人

民謡の良さを伝えたい

   後藤 愛
あ い

夏
か

さんが全国８位に

全日本を制した

　  菊池 真
ま

琴
こ と

さん

夢に向かって頑張っている、
キラリ と光る「竹田人」を
応援します！

昨
年
12
月
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
５
回
全
九
州
テ
コ
ン
ド
ー
プ

ム
セ
選
手
権
大
会
」
の
有
級
小
学
１
、

２
年
生
男
子
の
部
で
、
和
田
有
叶
く

ん（
豊
岡
小
１
年
）
が
第
３
位
に
輝
き

ま
し
た
。

５
歳
か
ら
テ
コ
ン
ド
ー
を
始
め
た

和
田
く
ん
は
週
２
回
、
１
日
２
時
間

の
練
習
を
積
ん
で
大
会
に
臨
ん
だ
そ

う
。
プ
ム
セ
と
は
型
の
こ
と
で
、
約
１

分
の
試
合
時
間
の
中
で
、
防
御
と
攻

撃
を
１
つ
の
型
と
し
て
表
現
し
、
そ

の
正
確
さ
や
美
し
さ
を
競
い
ま
す
。

「（
３
位
に
な
れ
て
）
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
自
分
の
み
ぞ
お
ち
の
高
さ

に
拳
を
突
き
出
す
こ
と
や
、
足
を
高

く
蹴
り
出
す
こ
と
に
気
を
つ
け
た
」

と
笑
顔
で
話
す
和
田
く
ん
。「
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
練
習
し
て
段
位
を
取

り
た
い
」
と
目
標
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

全
九
州
テ
コ
ン
ド
ー
プ
ム
セ
選
手
権
大
会

和
田
有

あ

る

叶と

く
ん
、３
位
に↑テコンドーの九州大会で第３位に輝い

た和田有叶くん
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キラリ  竹田人 ほか

↑女子選手権シニアウェルター級で頂点
に立った菊池真琴さん。「地元の人の温
かい声援を力に変え、オリンピック出場
を目指したい」

↑「入賞できたのは優しく、時には厳しく指導して
くださる佐藤先生のおかげ」と笑顔を見せる後藤
愛夏さん



ヒメレンゲ（ベンケイソウ科）

阿孫　久見

第 167 回   郷土の植物
（358）

山
地
の
渓け

い
こ
く谷

沿ぞ

い
の
湿し

め

っ
た

岩が
ん
じ
ょ
う

上
に
生
育
す
る
高
さ
10
㌢
ほ
ど

の
、
や
わ
ら
か
い
草そ

う
ほ
ん
せ
い

本
性
つ
る
植

物
で
多
年
草
で
す
。
単た

ん
ど
く独

で
な
く

数
す
う
じ
ゅ
っ
か
ぶ

十
株
が
集
ま
っ
て
群ぐ

ん
せ
い生

し
ま
す
。

茎く
き

は
み
ず
み
ず
し
く
赤
色
で
、
花

の
あ
と
走そ

う
し
ゅ
つ
し

出
枝
を
放

ほ
う
し
ゃ
じ
ょ
う

射
状
に
伸の

ば

し
て
越え

っ
と
う冬
す
る
の
が
特

と
く
ち
ょ
う
徴
で
す
。

さ
じ
形が

た

を
し
た
互ご

せ

い生
の
肉に

く
し
つ質

の

葉
は
先
の
と
が
っ
た
広こ

う

線せ
ん
け
い形

で
長

さ
２
㌢
、
幅
が
３
㍉
ほ
ど
で
す
。

春
の
頃
、
茎
の
頂

い
た
だ
き

で
枝え

だ

分わ

か
れ

し
た
花か

じ

ょ序
に
黄き

色い
ろ

い
径
２
㌢
ほ
ど

の
５
弁べ

ん

花か

を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
ま

す
。
そ
の
姿

す
が
た

は
ま
る
い
球
状
に
な
っ

て
い
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
花
が
小
さ
い
の

で
姫ひ

め

と
呼
び
、
蓮れ

ん

華げ

は
群む

れ

を
つ
く
っ

て
生
え
て
い
る
葉
の
様よ

う

す子
を
ハ
ス

の
花
に
例た

と

え
た
も
の
で
姫ヒ

メ

蓮レ

ン

ゲ華
の

名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
祖
母
山
系
や
く
じ
ゅ

う
山
系
の
清
ら
か
な
渓

け
い
り
ゅ
う

流
沿ぞ

い
の

岩
上
に
着

ち
ゃ
く
せ
い

生
し
て
い
る
の
が
観
察

さ
れ
ま
す
。
花
期
は
４
月
か
ら
５

月
で
す
。

＂チョキ＂ニンジン

竹田市飛田川の本田喜美

江さんの畑で “チョキ”の形

をした人参が穫れました。

長さ17センチ、直径６セ

ンチ、重さが400グラムあるこの人参。品

種は時なし人参で、12月中旬に収穫した

際、見つけたのだそう。「変わったのがで

きた！」と近所の本田百合子さんに見せ

ると、「これ、じゃんけんの＂チョキ＂やわ」

３年前には多くの花をつけた「白ゆり」を発見されたお二人。

今回もほっこりする情報を寄せてくれました。

↑〝チョキ〟の形をした
人参を手にする本田
喜美江さん（右）と本
田百合子さん

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
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し
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い
ま
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　平成31年度の市県民税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を算定するための大切

な申告です。また、児童手当、公営住宅の家賃、保育料等の算定・軽減など、各種手続きの審査要件となる

重要な資料となります。必ず申告をしましょう。

忘れずに！

市県民税 申告

申告期間……2月13日㈬から３月15日㈮まで
（午前） ９時～12時　受付11時30分まで　（午後） １時～４時　受付３時30分まで

まずは、申告が必要か確認してみましょう！

各地区の申告相談会場は裏面でご確認ください

スタート

平成31年１月１日現在の居住地は竹田市である

所得税の確定申告をしている

会社で年末調整を受けた

日本年金機構へ「公的年金等受給者の
扶養親族等申告書」を提出した

医療費/社会保険料/生命保険料控除
や扶養控除などの控除を追加したい

医療費/社会保険料/生命保険料控除
や扶養控除などの控除を追加したい

年末調整を受けた会社以外
にもらっている給料がある

収入は公的年金のみだった

平成30年中（１月１日～12月31日）に収入がある
※非課税収入（遺族年金･障害年金･失業給付など）

　のみの方は「いいえ」へ

※確定申告が必要な場合もあります
※会社から竹田市に給与支払報告書の提出が

　ない方は、申告が必要になります

次に該当する方ですか？
65歳未満の方（昭和29年1月2日以降生まれ）
　……年金収入　  980,000円以下

65歳以上の方（昭和29年1月1日以前生まれ）
　……年金収入   1,480,000円以下 

 

申告は不要です

申告は不要です

申告は不要です
申告は不要です

 申告が必要です

 申告が必要です

平成31年１月１日現在居住していた市町村で
申告してください 

竹田市に住む親族が、あなたを税制上の扶養
親族として申告、または年末調整をしている

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい
はい

はい

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

公的年金以外の収入は、給与収入のみだった
※農業・営業・不動産等の収入がある方は「いいえ」へ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

広報たけた　平成31年２月号  ①



申
告
相
談
の
留
意
点

期間中は、会場が大変混み合います

各地区ごとの相談日に各会場にお越しください

特に午前中は大変混み合い、長時間お待たせする場合があります。ご了承願います。

事業の収入や経費、医療費は事前に計算しておいてください。

場所や日程の都合が合わない場合は、ご都合のよい日程に各会場にお越しください。（事前連絡は不要です）

なお、期間中、市役所税務課の窓口では作成済みの申告書類の提出のみ受付します。

申告に必要なものをそろえましょう

31年度の配偶者控除・配偶者特別控除が変わります

市県民税申告書、農業収支内訳書を個人宛にお送りします

～申告書は会場でパソコンにより作成しますので、次のものをご用意ください～

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

⑴　印鑑（認印可）

⑵　所得の計算に必要な、収入や経費などが分かるもの

　　　給与所得者………源泉徴収票または給与明細書、給与支払証明書など

　　　年金所得者………源泉徴収票

　　　営業、農業、不動産所得のある人………収入・必要経費が分かる書類

　　　　　　　野菜、牛などの売上伝票、新しく機械等を購入した場合はその販売証明など

⑶　各種控除に必要な証明書、領収書など（平成30年中に支払ったもの）

　　　雑損控除……………災害などに関連して支払または給付を受けたことが分かる領収書など

　　　医療費控除…………病院、薬局の領収書、介護保険サービス利用料領収書（医療費控除適用分）

　　　　　　　　　　　　保険金などで補てんされた金額の証明書

　　　社会保険料控除……国民年金保険料などを支払ったことが分かる領収書や証明書など

　　　生命保険料控除……生命保険・個人年金保険・介護医療保険の各種保険料控除証明書

　　　地震保険料控除……地震保険料控除証明書、旧長期損害保険料控除証明書

　　　寄付金控除…………寄付先からの領収書または寄付金受領証明書など

　　　障害者控除…………平成30年12月31日以前に交付を受けた障害者手帳など

⑷　本人確認書類　①マイナンバーカード（顔写真付き）または、②マイナンバー通知カードと免

　　　　　　　　　 許証または保険証など

⑴　配偶者控除の額については、納税義務者の合計所得金額に応じて33万円から11万円に区分され、合計所

得金額が1,000万円以上の納税義務者については、配偶者控除の適用ができなくなります。

　※納税義務者と生計を一にする配偶者のうち、前年の合計所得金額が38万円以下の場合、控除額はありま

せんが「同一生計配偶者」として扶養親族等の人数には含まれます。

⑵　配偶者特別控除については、対象となる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下に拡大されます。

控除額は配偶者の合計所得金額及び納税義務者の合計所得金額に応じて33万円～３万円に区分されます。

なお、合計所得金額が1,000万円を超える納税義務者については、制度改正前と同様に配偶者特別控除の適

用はありません。

◎詳しくは竹田税務署（☎63-3141）または市役所税務課にお問い合わせください。

30年度の実績を基に申告が必要と思われる方には、１月下旬に申告書を送付していますが、申告書が届いて

いない方で、郵送での申告をご希望の方は市役所税務課までご連絡ください。

なお、書類は各支所地域振興課にも用意しています。

問 竹田市役所税務課 課税係　☎63-4803

広報たけた　平成31年２月号  ④



日　時
自 治 会 ・ 地 区 名

会　場
午前９時～12時（受付：午前11時30分） 午後１時～４時（受付：午後３時30分）

２月28日㈭ 倉木下　倉木上　井手の上　名子 田井　横平　吐合　中角　辻原

市役所本庁

３階会議室

３月１日㈮
次倉　高山　宮戸　瀬の口

次倉中央　妙見

九重野田原　久小野　紺屋　

緩木　滝部　百木　九重野小川

３月４日㈪
下田　穴井迫　薊菜　渡瀬　漆迫

大津留上　大津留下　下矢倉団地

松恵　向山田　岩瀬　栃鶴　

松円　下矢倉　音羽

３月５日㈫
十一　小仲尾　荻迫　

橋宇津　前田平　田平

上平田　折立　植木政所　

鬼田　長慶　植木小高野

３月６日㈬
上川床　志土知　炭竈　上坂田東

久保　三本松　下志土知

市用　下志土知下　下志土知上

川床下　川床米納戸　上坂田西

古園　刈小野下　刈小野　上畑

３月７日㈭
宮山　坂上　真菰　中村　

立石　枝

挟田　濁淵　羽恵　上坂下　

坂下　小賀

３月８日㈮
大仲寺　泉水　大津留　太田政所

姿岩本　太田原

入田小高野　矢原　河宇田　

笹尾　長小野　牧　出合

３月９日㈯
紙漉　米納　神町　宮の上　柚長

雉ヶ平　高伏　法泉　轟木

木原　下坂田東　下坂田西　福原

下深迫　上深迫　神川　鉢山

北尾鶴　長田尾　小川　熊地

３月1１日㈪

下木　上下木　三砂　屏風ヶ淵

天神　飛田川田原　田原東　

荒巻　坂折　塩付

中飛田　上飛田　赤坂　下平田

３月12日㈫
上鹿口　鹿口　上平　

一本木　鏡

七里　千引　七里団地

ニュータウン七里

ニュータウン七里南

３月13日㈬ 阿蔵　西中　西　吉田
桜瀬　拝田原　東　東中　中尾

恵良　大正　岩本

３月14日㈭

小塚　旧池部　池部　田代　平井

原山　菅生中央　下菅生北　

下菅生南　上菅生　戸上　西戸上

楠野　下今　上今　国方　戸上南

山手　山川　鬼ケ城　鷹匠町　

片ケ瀬　城北町　川向

３月15日㈮

西古町　東古町　浦町　

慶順町　中本町　下本町　

東本町　下町　府内町

向町　田町　新町　上本町　上町

殿町　久戸　寺町　溝川　

茶屋ノ辻　上角東　上角西　杣谷

岡城通り　提灯谷　鬼ケ城住宅

市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

申告相談日程表（竹田地域）

広報たけた　平成31年２月号  ③



地

域
日　時

自 治 会 ・ 地 区 名
会　場

午前９時～12時（受付：午前11時30分） 午後１時～４時（受付：午後３時30分）

荻

２月13日㈬ 新藤　南河内　馬背野 桜町東　高城　恵良原

荻支所

会議室

２月14日㈭ 馬場　桜町西　桜町南　桜町栄 桑木　木下　政所　藤渡

２月15日㈮
瓜作　宮平　田代　西福寺　

鴫田　北原

陽目　仏面　叶野　高練木　

柏原　大平　

久

住

２月18日㈪

老野　塔立　小倉　小倉峠

まほろばの丘　柚木　峰越

古屋敷　千人塚　千人塚本町

千人塚栄町　千人塚中央

千人塚新町　石原　六反原

宮処原　広内

東部　栢木　古市　池の口　

池の口住宅　さくら住宅

冷川　馬場　仏原　須崎　石田

市　都野その他

久住支所

３階会議室

２月19日㈫

本町　下町　飛森　杉小野

塔の原　岳麓寺　板切　小柳

向原

田向町　田向住宅　桐迫住宅　

新町　新町住宅　

有氏　湯の上　七里田　法華院

２月20日㈬

今村　境川　室　新妍住宅

仲村　阿蔵野　阿蔵野東

神馬

加良登　加生島　青柳　山中

建宮　道園　牧ノ元　平木　

赤川　久住その他

２月21日㈭

巣原　白丹町　添ヶ迫　仲原　

瀬戸杉の原　タカノ巣　稲葉　

梅の木　後山　荻の迫

仲原住宅　白丹住宅

宮原　丸山　陽谷　寺原　中通

東小路　西小路　尾登　米賀　

添ヶ津留　南稲葉　白丹その他

直

入

２月22日㈮

長野　日向塚　栃原　原

柚柑子東原　柚柑子日向

柚柑子

籾山　冬田　天神町　長生湯

丸山　元町　花立　ドイツ村

福祉センター　南　美晴が丘

スカイビュー直入

直入支所

大会議室２月25日㈪

沢水　辻　山中　芋の迫

南ヶ代　湯の香　大和町

尚栄町　新栄町　本町　上町

御前湯　山脇

神堤　上野　南原　四ツ口　

筒井　桑畑上　桑畑中　桑畑下

芹川団地　新田　下河原

２月26日㈫ 原口　名子山　釘小野　城後 二又　梶屋　草深　橘木　神の原

２月27日㈬ 仲村　藤目　山浦　飛竜野 小津留　塩手　須郷　平沢水

市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

申告相談日程表（荻・久住・直入）

○荻・久住・直入地域の方で、各支所での申告相談に行けない方は、本庁での竹田地域の申告相談期間に申

告することもできます。（２月28日から３月15日まで）

○申告期間中は、税務課の職員が各会場に出向いています。市役所税務課にお越しいただいても相談はお受

けできません。申告は各会場へお越しください。　

広報たけた　平成31年２月号  ②
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